
明
代
チ
ベ
ッ
ト
の
八
大
教
王
に
つ
い
て

〔
略
語
表
遁
加
〕

禁
論
集
H
子
道
泉
「
誇
註
明
成
組
遺
使
召
宗
略
巴
紀
事
及
宗
略
巴
覆
成
租

書
」
慶
観
察
元
培
先
生
六
十
五
歳
論
文
集
」
下
冊
、
北
卒
、
民
園
二
十
四

年。

橋
本
H
橋
本
光
費
誇
「
蒙
古
明
暗
輔
教
史
」
東
京
、
昭
和
十
五
年
。

ヴ
ァ
イ
セ
ル

H
〈
2
4ロ
ミ

同

曲

師

同

司

0

・
a
=
a
Z
F
o
r
a
r
の
宮
口
弘
司
♂

M
M
?
H
w
z
m
J
司
巴
巳
E
W
H
U
g
-

ジ
グ
メ

H
恒
』
仲
間
明
日
包
丘
四
宮
古

L
O
H』0
・

国

O
H
n
v
g
v
r
u
E
P

E
x
a
z
。gH
m
z
z
y
g
g
g吉岡
m-
同
∞
由

N
・

ポ
テ
ィ
セ
ル
ウ

H
H
H
M
o
t
-
M
8
2
・

〈

ω
Hヴ
ァ
イ
セ
ル

MM叶

ω
m
H
Hポ
テ
ィ
セ
ル
ゥ

.品ー，、

2ゆ3

第
三
は
大
慈
法
王
の
裡
迦
也
失
叩

H
Z凹
日
目
叩

H
で
あ
る
が

〔中〕

佐

藤

長

Jニ
出
て
お~ --， 
り品目 誼
ωELはと
普」2.大還
通但乗元
に吉.法さ
と解ロ王れ
課すヨにる
されき←亜
るトまプいこ
ベ 事だの
き--， Ij L 法
でサ 5 と王
あキ盟ぃ・は
ろャ邑う永

官(書誌の
自明十名
手停三は
吉、〈年嘗

~ に然
奇蒙来ヤ
可古朝 g
.源 L5 
流た E

Z於ヨ
イ3
0 
悶

一79ー

パ
の
大
慈
の

P
S
H広
島
町
ロ
ロ
r
g
H〕
O
L

う

一
方
ジ
グ
メ
を
見
る
と
ツ
オ
ン
カ
バ
吋
印
O
P
E
長

官

一
の
弟
子

に
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
チ
ョ
エ
ジ
ェ

切
U
『
白
・
周
回
印
口
-
H
A
W

ロ
nro回
叫

す

な
る

も
の
が
お
り
、

シ
ャ

l
キ
ャ
イ
ジ

l

打
倒
}
内

3
3
2印1
の
名
を
有

し
て
い
て
、
こ
れ
が
中
園
に
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
子

そ

遭
泉
氏
は
衡
識
通
志
巻
六
寺
廟
志
に
、

泣
撒
北
十
星
色
担
山
、
宗
曙
巴
色
投
曲
頂
居
住
之
時
、
観
其
地
可

建
廟
、
其
弟
子
甲
木
慶
曲
結
沙
克
伽
伊
喜
、
明
時
入
中
園
、
魚
調

師
、
賜
物
甚
盛
、
困
難
後
、
宗
略
巴
命
其
在
色
担
建
立
大
寺
。
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と
あ
る
の
を
引
い
て
、
セ
ラ
寺

ω向
日
各
自
白
色

F
Z
(
ω
m
g
p巾
肉

。r白ロ
m
Z
ロ〉

ツ
オ
ン
カ
パ
の
弟
子
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン

チ
ョ
エ
ジ
ェ
・
シ
ャ
l
キ
ャ
イ
シ
ー
が
明
史
、
明
貫
録
の
樫
迦
也
失

を
創
設
し
た

で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
(
禁
論
集
九
五
一
頁
註
Y
尤
も
こ
の
こ
と
は

既
に
沈
曾
植
が
蒙
古
源
流
聾
輩
出
位
五
で
同
じ
術
蔵
通
士
山
の
文
を
引
い

て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
子
氏
の
新
し
い
発
明
で
は
な
い
。
蒙
古

源
流
が
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
を
サ
キ
ャ
パ
の
大
慈
某
と
記
し
た
の
は
シ
ャ

l
キ
ャ
イ
シ
l
の
名
か
ら
自
由
に
想
像
を
走
ら
せ
た
も
の
で
、
完
全

な
誤
で
あ
る
。
筆
詮
の
注
で
は
、
こ
の
借
は
初
は
サ
ギ
ャ
パ
で
あ
っ

た
の
を
ツ
オ
ン
カ
パ
に
従
っ
て
改
宗
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
っ

て
い
る
が

」
れ
も
別
に
根
接
の
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
原
文
の

臼
帥
印

E
3一
1
ロ
か
ら
想
像
を
這
う
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
樺
迦
也
失
が
ツ
オ
ン
カ
パ
の
弟
子
シ
ャ

I
キ
ャ
イ
シ
ー

で
あ
り
、
従
っ
て
ゲ
ル
グ
パ
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
疑
な
い

が
、
首
時
ツ
オ
ン
カ
パ
は
未
だ
在
世
中
で
あ
り
、
嘗
然
彼
が
明
廷
に

招
請
さ
れ
る
べ
き
筈
で
あ
る
の
に
、
何
故
弟
子
の
シ
ャ

l
キ
ャ
が
入

朝
し
た
か
が
問
題
と
な
る
。
と
の
疑
問
に
謝
し
て
子
氏
は
チ
ベ
ッ
ト

ツ
ォ
ン
カ
パ
が
成
租
の
度
々
の
招
請
を
強
く
僻
退
し

文
献
中
よ
り
、

た
史
料
を
若
干
摘
出
し
、
そ
の
事
情
を
明
か
に
し
て
い
る
(
禁
論
集
九

三
九
頁
)
。

即
ち
チ
ャ
ハ
ル
ラ
マ
全
警
の
う
ち
の
ツ
オ
ン
カ
パ
俸
に

ツ
オ
ン
カ
パ
は
「
こ
の
と
き
中
園
に
行
っ
て
も
何
の
利
盆

も
な
く
、
寧
ろ
チ
ベ

γ
ト
に
留
ま
っ
て
い
た
方
が
数
伊
永
く
拡
ま
り
、

モ
ン
ゴ
ル
、
シ
ナ
に
大
き
な
利
盆
が
生
ず
る
」
と

よ
る
と

結
局
チ
ベ
ッ
ト
、

見
な
し
て
い
た
と
あ
り

(
前
掲
書
九
四
三
頁
)
、

確
に
次
い
で
掲
載

せ
ら
れ
た
ツ
ォ
シ
カ
パ
の
成
租
へ
の
復
書
を
讃
め
ば
、
そ
の
こ
と
は

感
得
さ
れ
る
。
し
か
し
同
書
に
は
、
彼
が
中
国
の
使
節
に
謝
し
て
、

「
中
国
に
到
る
に
は
路
程
が
長
く
、
身
罷
が
持
た
な
い
等
の
多
く
の

障
害
が
あ
り
、
行
っ
て
も
悌
法
と
衆
生
に
大
し
て
利
益
は
な
い
」
と

い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
(
前
掲
書
)
、
こ
の
方
が
充
分
我
々
に

は
納
得
で
き
る
。
ツ
ォ
シ
カ
パ
が
成
租
に
送
っ
た
入
京
辞
退
の
手

「
鼠
の
年
六
月
十
九
日
」
に
な
っ
て
お
り
(
前
掲
書

子
氏
は
こ
の
鼠
の
年
を
永
築
六
年
戊
子
と
見
て
い
る

nu 

紙
の
日
付
は

九
四
七
頁
)
、

が、

ζ

れ
は
中
園
文
献
と
比
較
し
て
誤
な
い
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。尚

こ
の
と
き
の
使
者
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
明
か
で
な
い
。
ツ
オ
ン

カ
パ
は
成
租
へ
の
返
書
と
と
も
に
ゴ
ン
タ
l
シ
ン
。
。

D
Fゲ
担

σ岳山口

な
る
も
の
に
書
を
輿
え
て
い
る
が
、
子
氏
の
掲
げ
て
い
る
テ
キ
ス
ト

に
は
の
。

D
F白

Z
Eロ
な
る
綴
字
も
あ
り
、
何
れ
が
正
し
い
か
決



定
で
き
な
い
。
子
氏
は
こ
れ
を
「
輩
大
人
」
と
音
帯
し
て
い
る
が
、

首
時
チ
ベ
ッ
ト
に
使
し
た
も
の
に
輩
姓
の
も
の
は
い
な
い
。
ゴ
ン
は

姓
で
は
な
く
て
「
朝
廷
(
の
)
」
と
い
う
意
味
で
、
手
紙
そ
の
も
の

は
朝
廷
の
最
高
の
大
官
に
宛
て
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い

か
。
と
に
か
く
永
梁
の
初
期
に
は
侯
頼
が
ベ
ン
デ
ン
タ
シ
l

ロ
司
己

記
白
ロ

r
r
s
a田
と
と
も
に
元
年
に
出
発
し
て
四
年
に
デ
シ
ン
を
件

い
踊
っ
た
ζ

と
が
明
か
な
だ
け
で
、

く
中
園
側
の
記
録
に
は
な
い
。
恐
ら
く
子
氏
の
い
う
ご
と
く
天
子
の

招
請
が
拒
紹
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
史
官
が
記
録
を
抹
殺
し
て
し
ま

っ
た
の
は
事
買
で
あ
ろ
う
(
前
掲
蓄
九
四

O
頁
)
。
岩
井
氏
も
こ
の
考

@
 

え
に
賛
成
し
て
い
ら
れ
る
。

ツ
オ
ン
カ
パ
招
請
の
こ
と
は
全

ツ
オ
ン
カ
パ
自
身
は
来
朝
し
な
か
っ
た
が
、
代
り
に
彼
は
弟
子
の

シ
ャ
l
キ
ャ
が
ツ

オ
ン
カ
バ
の
代
理
で
あ
る
こ
と
も
中
国
文
献
で
は
全
く
書
し
て
い
な

シ
ャ
l
キ
ャ
イ
シ
ー
を
天
子
の
下
に
源
遣
し
た
。

い
。
し
か
し
チ
ベ
ッ
ト
文
献
で
は
ヴ
ァ
イ
セ
ル
に
(
〈
ω・
H
V

・口∞)、

ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
チ
ョ
エ
ジ
ェ
・
ジ
ャ

I
キ
ャ
イ
シ

I
は
:
:
:
ジ
ャ

ム
ゴ
シ
・
ツ
ォ
シ
カ
パ
の
側
近
の
ラ
マ
と
し
て
ζ

れ
に
仕
え

ナ
の
王
タ
イ
ミ
ン
同
〆
古
田
広
(
大
明
、

H
成
租
)
の
大
師
賓
者
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(
リ
ツ
オ
ン
カ
パ
)
を
迎
え
ん
と
使
者
を
送
り
た
る
と
き
に
、
代

理
と
し
て
法
王
シ
ャ
l
キ
ャ
イ
シ
l
は
遣
さ
れ
た
り
。

と
あ
り

ジ
グ
メ
も
同
様
の
こ
と
を
述
、
へ
て
い
る

(
橋
本

頁)。

ジ
グ
メ
は
績
い
て
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
が
リ
タ
ン
を
経
、

成
都
に

至
り
、
更
に
南
京
に
向
っ
た
と
い
う
(
前
掲
書
)
。

し
か
し
清
涼
志
容

入
樺
迦
也
失
俸
に

永
築
十
二
年
春
、
始
達
此
土
、
棲
止
蓋
山
顛
遁
寺
、
冬
十
一
月
間

預
勅
克
昇
、

遺
太
監
侯
頼
、

殿
、
藤
謝
稽
旨
、
上
大
嘉
嘆
、
勅
安
能
仁
方
丈
。

賜
座
大
善

於
上

詔
至
京
入
内
、

一
旦
は
五
霊
山
に
駐
留
し
た
ら
し

と
あ
る
の
を
見
る
の
を
見
る
と
、

ぃ
。
額
通
寺
は
前
に
デ
シ
ン
の
駐
錫
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
五
重
山

に
束
た
の
を
知
っ
て
、
成
租
が
侯
顕
を
遺
し
て
入
内
せ
し
め
た
と
い

う
の
は
、
も
と
も
と
ジ
ャ
ム
チ
手
ン
が
正
式
の
招
聴
を
受
け
て
い
な

t
i
 
oo 

か
っ
た
た
め
、
形
式
を
整
え
る
上
か
ら
の
慮
置
で
あ
ろ
う
。

彼
の
入
朝
は
明
俸
に
よ
っ
て
も
永
柴
十
二
年
で
あ
る
が
、
貫
録
の

シ

ζ

れ
に
封
臆
す
る
記
事
は
全
く
な
い
。
今
右
の
清
涼
志
に
よ
っ
て
の

み
同
年
の
冬
十
一
月
以
後
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而

@
 

し
て
翌
十
三
年
四
月
に
は
、
妙
畳
圏
遁
慧
慈
普
躍
輔
園
額
数
濯
頂
弘

善
西
天
悌
子
大
圏
師
を
命
ぜ
ら
れ
(
史
料
六
五
頁
)
、
十
四
年
五
月
に

は
京
師
を
出
費
し
て
踊
園
し
た

(
史
料
六
六
頁
)
。

ヴ
ァ
イ
セ
ル
に
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は
(
〈

ω・M
M

・口∞〉、

タ
イ
パ
ウ
ハ

l
ワ
ン
叶
同
庁
ユ
ゲ
同
庁
E
r
d
q和
司
包
-
一
即
ち
大
慈
法
王

回
U
可
州

W
H
E
n
r叩ロ

nro白

r
1
H
m
u『
巳
句
。

の
御
名
を
奉
ら
れ
た
り

:
:
シ
ナ
固
に
お
い
て
ハ
イ
ェ
ン
シ
出
向
w

可
胆
ロ
包
と
い
う
寺
院

を
建
て
ら
れ
た
り
。

と
あ
る
が
、

タ
イ
パ
ウ
ハ
l
ワ
ン
で
は
大
賓
法
王
と
還
元
さ
れ
る
か

ハ
イ
ェ
ン
シ
は
ジ
グ
メ
も
同
様
の
名
を
出
し
て
お

ら
誤
で
あ
る
。

り
。
橋
本
氏
は
妙
舟
の
蒙
蕪
悌
数
史
に
よ
っ
て
〔
法
淵
寺
」

F
司自

己
を
比
定
し
て
い
る
〈
橋
本
一
一
一
一
頁
)
。
而
し
て
氏
は
更
に
妙
舟

の
読
を
引
き
、
法
淵
寺
は
嵩
祝
寺
内
東
部
に
あ
る
寺
院
で
明
代
の
番@
 

経
廠
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
い
っ
て
い
る
(
前
掲
書
一
二
五
頁
註
九
)
。

尚
ジ
グ
メ
に
よ
れ
ば
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
は
進
ん
で
五
蓋
山
に
至
っ
た

カ2

彼
が
明
廷
を
離
れ
た
の
は
右
の
ご
と
く

〈
前
掲
書
二
二
ニ
頁
)
、

十
四
年
五
月
で
あ
り
、
と
の
後
五
霊
山
へ
と
向
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

清
涼
志
容
八
樫
迦
也
失
停
に
も
、

無
何
僻
上
、

入
壷
山
。

と
い
っ
て
こ
の
こ
と
を
詮
明
す
る
。

と
こ
ろ
で
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
が
セ
ラ
寺
を
創
設
し
た
の
は

ワ
ツ
」
ア

ル
〉
・

4
q包
内
在
日
に
よ
れ
ば
一
四
一
七
年
(
永
幾
十
五
年
)
で
あ

る
も
こ
れ
で
は
彼
が
明
廷
か
ら
退
出
し
た
翌
年
に
な
る
。

し
か
し

ヴ
ァ
イ
セ
ル
に
は
(
〈
ω・
匂
・
口
∞
)
、

己
亥
の
年
に
セ
ラ
テ
グ
チ
ェ
ン
リ
ン
の
大
教
撃
部

。ro田
町
H
a
司回

ロ

r
g
ち
を
建
て
た
り
。

と
あ
る
か
ら
、
己
亥
の
年
即
ち
一
四
一
九
年
(
永
幾
十
七
年
)
と
見

る
の
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
セ
ラ
で
は
ア
テ
ィ
シ
ャ
系
の
時

輪
ロ

5
3
5
2八
Z
E
E
-
Q胆
の
講
義
を
行
っ
た
と
ジ
グ
メ
等
は
い

(
橋
本
一
一
一
一
ニ
頁
〉
、

う
カ2

ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
自
身
は
セ
ラ
寺
に
何
等

数
本
リ
ユ
m
口

E
を
残
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
彼
が

-82ー

こ
の
寺
院
を
作
っ
た
こ
と
は
確
で
も
、
彼
の
撃
聞
が
こ
の
寺
院
を
作

っ
た
ζ

と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
又
中
園
で
宣
教
に
活
動
し
た

こ
と
を
ヴ
ァ
イ
セ
ル
、

ジ
グ
メ
と
も
に
い
う
が
、
前
述
の
法
淵
寺
の

建
立
以
外
に
は
そ
の
現
買
は
明
か
で
な
い
。

七

そ
の
後
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
は
永
築
十
五
年
(
史
料
六
七
頁
)
、

@
 

一
年
(
史
料
七
一
頁
)
、
宣
徳
六
年
と
遺
使
入
朝
し
た
が
、

年
(
一
四
三
四
)
に
は
再
び
自
ら
入
朝
し
た

ル
に
は
(
〈

ω・匂
-
H
H
∞〉、

二
十

宣
徳
九

(
明
停
)
。

ヴ
ァ
イ
セ



ジ
ャ
ム
ゴ
ン
法
王

(
Hツ
オ
ン
カ
パ
〉
の
逝
か
れ
た
る
後
、
再
び

シ
ナ
に
招
請
せ
ら
れ
た
り
。
時
に
大
明
皇
帝

(
H成
租
〉
の
御
子

宣
徳
帝

Noロ
芯
王
位
に
即
き
た
り
し
が
、
御
父
の
風
を
正
し
く

停
え
ら
れ
敬
謹
を
重
さ
れ
た
り
。

ツ
オ
ン
カ
パ
の
死
後
で
あ
る
か
ら
、
今
度
は
彼
自
身
の

@
 

意
志
で
招
聴
に
臆
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
貫
録
に
は
宣
徳
九
年
六
月

庚
申
の
篠
に
、
宣
宗
が
成
園
公
朱
勇
と
瞳
部
尚
書
胡
静
と
を
遺
し
て

彼
を
高
行
妙
明
真
如
上
勝
清
串
般
若
弘
照
普
勝
輔
園
顕
教
至
善
大
慈

法
王
西
天
正
畳
如
来
日
在
大
国
通
併
に
封
じ
た
こ
と
を
い
う
。
大
慈

法
王
は
買
は
こ
の
と
き
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
三
大
法
王
の
う

ち
彼
の
み
が
永
築
時
代
に
封
ぜ
ら
れ
ず
、
宣
徳
に
な
っ
て
封
ぜ
ら
れ

と
あ
る
が
、

て
も
「
種
は
二
法
王
に
亜
い
だ
」
と
い
う
の
は
、
彼
が
ツ
オ
ン
カ
バ

の
弟
子
で
あ
っ
て
数
圏
の
最
高
の
統
率
者
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
結
局
法
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
や
は
り
そ

の
買
力
を
認
め
ら
れ
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。
そ
の
意
味
で
清
涼
志

巻
久
田
伴
迦
也
失
俸
に

至
於
宣
廟
、
尤
加
欽
崇
、
瞳
出
常
格
。

と
い
っ
て
い
る
の
は
確
に
首
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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彼
が
今
回
は
何
時
中
園
を
離
れ
た
か
は
明
か
で
な
い
。

し
か
し
ジ

グ
メ
は
彼
が
八
十
二
歳
で
乙
卯
の
年
に
世
を
去
っ
た
と
い
う
(
橋
本

二
一
四
頁
〉
。
彼
は
ツ
オ
ン
カ
パ
よ
り
精
々
年
長
と
い
わ
れ
る
か
ら

ツ
オ
ン
カ
パ
の
生
年
二
二
五
七
年
か
ら
見
れ
ば
、
二
二
五
四
年
の
生

死
去
し
た
乙
卯
の
年
は
一
四
三
五
年
(
宣
徳
十
年
)

れ
で

と
な

る
。
ヴ
ァ
イ
セ
ル
に
は
(
〈

ω・同
u
・ぃ己∞〉、

再
び
チ
ベ
ッ
ト
に
赴
か
れ
る
途
中
、
ゾ
モ
ガ
ル
冨

E
o
g
o
a
R

に
お
い
て
逝
か
れ
た
り
。

セ
ラ
に
は
錦
り
つ
か
な
か
っ
た
ら
じ
い
。
宣
徳
九
年
に
入

朝
し
て
十
年
に
閉
怨
し
た
の
で
あ
る
か
ら
嘗
然
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
得
る
で
あ
ろ
う
。
貫
録
正
統
二
年
十
月
辛
酉
の
傑
に
は
、
理
迦
也

失
の
徒
弟
調
師
「
領
占
」

-
H
U
G仙
の
百
八

m
z
n
r
g
が
来
朝
し
、
蛇

と
あ
り
、

- 83一

馬
及
び
方
物
を
貢
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
(
史
料
二
ニ
七

頁〉

恐
ら
く
こ
れ
は
前
々
年
に
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
が
麗
し
た
こ
と
を

停
え
に
来
た
も
の
に
相
違
あ
る
ま
い
。
更
に
貫
録
正
統
七
年
八
月
辛

亥
の
傑
に
は
、
河
州
西
寧
寺
の
庭
の
官
員
軍
民
に
下
し
た
勅
に
(
史

料
一
五
二
頁
〉
、

今
以
黒
域
子
廠
房
地
、
賜
大
慈
法
王
樺
迦
也
失
、
蓋
造
悌
寺
、
賜

名
弘
化
、
頒
勅
護
持
本
寺
田
地
、
山
場
、
園
林
、
財
産
、
撃
畜
之

類
、
所
在
官
軍
人
等
、

不
許
侵
占
騒
擾
侮
慢
、
若
非
本
寺
原
有
国
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地
山
場
等
項
、
亦
不
許
因
侵
占
擾
害
、
軍
民
敢
有
不
遵
法
者
、
必

論
之
以
重
罪
。

と
い
う
の
が
あ
る
。
黒
域
子
廠
房
地
を
今
直
に
確
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
何
れ
河
州
、
西
寧
付
近
の
或
る
地
軸
で
あ
り

チ
ベ
ッ

ト
文
献
の
い
う
ゾ
モ
ガ
ル
の
地
が
こ
れ
に
首
る
の
で
あ
ろ
う
。

シ
ヤ

ー
キ
ャ
イ
シ
ー
に
そ
の
土
地
を
賜
う
と
い
う
が

ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
は

既
に
捜
し
た
後
で
あ
り
、
恐
ら
く
こ
れ
は
遷
化
の
そ
の
地
に
遺
徳
顕

彰
の
た
め
に
一
寺
を
建
立
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ヴ
ァ
イ
セ
ル
は
(
〈
ω・同
V

・戸∞)、

大
ケ
ン
ボ
・
シ
ャ

l
キ
ャ

ツ
ル
チ
ム
パ
宮
町
}
話
ロ

nroロ
わ
削
}
門
司
同

S
Fロ
-
r
r己
目
印
℃
回
、
が
ゾ

モ
ガ
ル
に
寺
院
を
建
て
た
こ
と
を
述
べ
て
、
こ
の
こ
と
を
輩
明
し
て

い
る
。
買
銀
天
順
四
年
五
月
甲
午
の
傑
に
は
、
弘
化
寺
の
祖
師
刺
廊

領
占
に
鹿
米
を
月
に
六
斗
輿
え
た
こ
と
が
出
て
い
る
が
(
史
料
一
一
一

七
頁
〉

こ
の
領
占
は
正
統
二
年
に
入
朝
し
た
領
占
と
同
一
人
で
あ

ろ
う
。
同
じ
く
辛
丑
の
慨
に
河
州
西
寧
鎮
守
内
外
の
官
員
人
に
勅
し

て
(
史
料
一
二
七
頁
)
、
.

儀

弘
化
寺
頒
賜
金
字
華
巌
経
六
部
並
像
従
等
物
、
及
大
慈
法
王
等
寓

完
金
字
経
二
職
、

珠
墨
字
需
録
経
購

安
置
子
内
、

特
賜
勅
護

持

爾
河
州
西
寧
鎮
守
内
外
官
員
並
諸
色
人
等
、

各
宜
等
崇
虚

敬

不
許
私
借
観
玩
、

軽
慢
薮
灘
、

敢
有
不

致
有
損
壊
遺
失
、

遜
、
朕
命
治
之
以
法
、
爾
等
其
慢
之
勢
忽
。

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
こ
の
寺
が
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
の
移
鷲
の

地
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

i¥ 

以
上
で
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
に
つ
い
て
の
記
述
を
終
り
、
次
に
そ
の
系

統
が
如
何
に
な
っ
た
か
を
述
べ
よ
う
。
先
ず
注
意
す
べ
き
は
貫
録
正

統
十
一
年
七
月
乙
酉
の
傑
に
「
烏
思
購
大
慈
法
王
徒
呆
築
瓦
簡
参
璃

の
入
朝
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
(
史
料
一
七
二
頁
)
。

-84-

ト
等
」

こ
の
呆
築
瓦

U
R
Q
C

伸
明
暗
ロ
胆
は
切
}
内
世

σ
ゲ
ロ
ロ
匂
同

で
あ
り
、
筒
参

職
ト

gロ
Z
R
Q
S
Z
Q
U
H】
C

あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
こ
の
人
物
は
、
嘗
然
初
代
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
、
二

@
 

代
ダ
ル
ギ
ェ
サ
ン
ボ
ロ
日
品
可

S
E
E
U
o
を
承
け
て
セ
ラ
寺
の

管
長
と
な
っ
た
第
三
代
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
サ
ン
ボ
に
外
な
る
ま
い
。
ヴ

は
同
州
忠
之

L
g
g
r同
ロ

ゲ
N
同
H
J
U
O

で

ア
イ
セ
ル
に
は
、
こ
の
書
の
書
か
れ
た
と
き
ま
で
の
セ
ラ
の
管
長
の

名
が
順
を
追
う
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
に
は
年
代
が
殆
ど
入

っ
て
い
な
い
。
唯
珍
ら
し
く
も
こ
の
第
三
代
に
つ
い
て
の
み
は
、
実

亥
の
年
に
生
れ
、
六
十
八
歳
庚
午
の
年
に
回
比
し
た
と
記
し
て
い
る
が



今
こ
の
正
統
十
一
年
(
一
四
四
六
)
を
差

挟
ん
で
考
え
れ
ば
、
実
亥
は
一
三
八
三
年
、
庚
午
は
一
四
五

O
年
に

ハ
〈

ω・
]
M
-
H
H

∞l
口。)、

比
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ギ
ェ
シ
ツ
ェ
ン
が
如
何
な
る
理
由
で
こ
の
と
き
入
朝
し
た
か
は
明

か
で
な
い
。

ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
は
既
に
窺
し
て
お
り
、
他
の
例
の
ご
と

く
ん
ば
大
慈
法
王
は
嘗
然
セ
ラ
系
の
彼
に
よ
っ
て
纏
が
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
彼
は
皐
に
'
「
宴
並
び
に
妙
綜
段
僧
衣
等
の
物
を
賜
つ

た
」
だ
け
で
朝
廷
か
ら
退
出
し
た
。
大
慈
法
王
は
か
く
し
て
一
代
限

り
を
以
て
そ
の
封
は
移
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン

が
成
租
に
厚
過
を
受
け
た
の
は
ツ
オ
ン
カ
バ
の
代
理
と
し
て
で
あ
っ

た
。
厚
遇
と
は
い
つ
で
も
そ
れ
は
西
天
悌
子
の
位
で
あ
り
、
法
王
に

次
ぐ
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
'
法
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
宣
宗
の
時

代
に
再
来
し
た
と
き
で
あ
る
。
恐
ら
く
宣
宗
は
そ
の
再
来
に
封
す
る

報
賞
と
し
て
こ
の
高
位
を
彼
に
興
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の

と
き
は
ガ
ン
デ
シ
ロ
何
回
伊
-EmHHH
は
勿
論
の
こ
と
、

@
 

田
吉
宮
の
大
寺
院
も
既
に
開
基
さ
れ
て
い
て
、
彼
の
み
が
ゲ
ル
グ
パ

の
諸
管
長
の
う
ち
で
特
に
待
遇
さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
か
っ
た
の
で
あ

レ
ポ
ン
同
町
日

る

宣
宗
の
法
王
位
の
援
奥
は
景
泰
中
の
沙
加
八
円
削
芝
"
に
封
す

2ω 

る
大
若
者
法
王
、

正
徳
中
の
縛
吉
我
此
一
一
見
〈
の
Y
O
回
日
間
三
宮
仏

N
R
に

封
す
る
大
徳
法
王
の
援
奥
と
大
し
て
慶
り
は
な
い
事
例
と
見
て
よ
い

と
思
う
。

ツ
オ
ン
カ
パ
頚
後
の
ゲ
ル
グ
パ
の
勢
力
は
カ
ル
マ
パ
や
ザ

キ
ャ
バ
等
と
同
等
の
待
遇
を
受
け
る
程
の
力
は
未
だ
具
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
カ
ル
マ
バ
の
盤
迫
を
避
け

パ
グ
モ
ド
ゥ
パ
の
保

護
を
受
け
て
漸
《
存
立
し
得
た
宗
涯
で
あ
っ
て

チ
ベ
ヅ
ト
政
局
へ

の
影
響
力
等
は
到
底
こ
の
際
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ゲ
ル
グ
パ
が
再
び
明
廷
の
注
意
を
引
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
世
間

暦
時
代
に
第
三
代
ダ
ラ
イ
に
ト
メ
ッ
ト
の
ア
ル
タ
ン
カ
ー
ン
〉

p
g

《
出
向
肉
白
ロ

が
深
い
蹄
依
を
致
し
て
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
明
廷

E
U
 。。

と
ゲ
ル
グ
パ
と
の
関
係
は
史
上
に
は
明
確
に
跡
を
辿
る
こ
と
は
で
き

少
く
と
も
明
確
に
跡
を
辿
る
こ
と
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
貫
録
を
仔
細
に
黙
検
す
る
と
、
こ
の
空
白
の
期
間
で
も

:
、
。

ふ
ね
し

若
干
の
ゲ
ル
グ
パ
の
借
は
明
廷
を
訪
問
し
て
、

か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
聯
絡
を
断
た
な

貰
銀
景
泰
二
年
六
月
辛
未
の
保
に
は

「
烏
思
磁
此
-
一
強
寺
紳
士
口
監

(
史
料
一
九
四
頁
)
。

集
」
が
使
者
を
遺
し
て
入
賞
し
て
い
る

丘
町
ロ
叫
は

ω由
門
戸
、
縛
古
口
監
築
仲
間
J
R
C
Z
H
Z
Uロ
Z
，Q

ロ

識
的
に
は

些

穂
は
常

(uro臼
}
内
可
仲

H
m
u『
m
H
H

と
還
元
で
き
る
。
唯
こ

ヨ
g
r白
ロ

の
景
泰
二
年
(
一
四
五
一
〉
は
セ
ラ
寺
第
三
代
の
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
サ
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ボ
の
窺
し
た
翌
年
で
あ
り
、
紳
士
口
監
祭
は
一
臨
第
四
代
の
ケ

l
パ
・

タ
ギ
ャ
ム
冨
一
会
出
回
目
出
回
F
H
白
品
百
ヨ
(
〈
H
M

・】

V
E
3
を
指
す

と
見
な
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
回
r
g
H
m
u
B
B
主
ト
ゥ

ッ
チ
氏
の
記
す
ご
と
く
首
然
切
片
目
立
印
片
岡
可
但
ヨ
z
r
o
で(、
H
，H
M
ω

・

。RMS-om-sr
叶
回

σ-2・
司
)
、
漢
字
音
と
は
一
致
し
な
い
。
従
つ

て
や
は
り
第
三
代
が
チ
ョ
エ
ジ
ェ
・
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
サ
ン
ポ

。ro臼

ユ
四
円
ぬ
】
可
制
ニ
ヨ
仲
回
目
回
伊
ロ
ゲ
E
D
M
U
O

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
と
思
い
合

せ
て
、
こ
れ
を
第
三
代
を
指
す
も
の
と
し
、
彼
の
命
を
受
け
て
使
者

が
出
さ
れ
、
そ
の
後
間
も
な
く
年
内
に
彼
は
世
を
去
り
、
使
者
は
翌

年
明
廷
に
到
着
し
た
も
の
と
見
た
い
。

同
じ
く
正
統
十
四
年
四
月
戊
午
の
保
に
は
、

「
四
川
烏
思
職
安
思

奔
等
番
僧
刺
肺
傍
什
戴
」
が
来
朝
し
た
こ
と
を
い
う
が
(
史
料
一
八

@
 

は
恒
町
宮
司
ロ
宮
、
僑
什
離

@
 

と
還
元
で
き
る
。

七
頁
)
、
葵
思
奔

B
S
m同
日
出
回
目
ロ

岡
田
二

2
0
は
J

ヘ刊明

g

Zち
(
旬
。
〉

同
じ
く

成
化
七
年
十
一
月
辛
丑
の
w
慨
を
見
る
と
、
「
烏
思
戴
葛
丹
等
寺
案
番

僧
」
が
来
朝
し
て
い
る
が
(
史
料
二
五
九
頁
)
、
葛
丹

E
定
ロ
は

り
ぬ
与

-E吋
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
十
六
年
五
月
丙
申
の
傑
「
烏

思
職
剖
失
倫
ト
等
番
信
端
襲
職
ト
」
の
来
朝
に
つ
い
て
は
(
史
料
二
八
⑬
 

O
頁
〉
、
剖
失
倫
ト
伸
明
白
町
二
可
ロ
を
は
切

r
s
t臼
-Zロ
旬
。
、

端
襲
購
ト
同
門
河
口
紅
C

仲田
Q
C
匂
C

は
り
oロ
可
O
仏
σ
g
p
-
u
o
と
還
元

し
か
し
こ
れ
ら
は
貫
録
に
よ
る
限
り
、
何
れ
も

唯
一
回
の
例
で
あ
り
、
極
め
て
散
霊
的
で
繕
績
性
の
な
い
朝
貢
で
あ

る
。
こ
れ
も
結
局
本
地
の
ゲ
ル
グ
パ
が
常
時
使
節
を
涯
遣
す
る
力
を

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

持
た
な
か
っ
た
こ
と
を
詮
明
し
て
い
る
も
の
に
外
な
る
ま
い
。

チ
ベ
ッ
ト
本
地
の
ゲ
ル
グ
パ
は
右
の
よ
う
な
程
度
の
取
扱
し
か
受

け
な
か
っ
た
が
、
北
京
に
在
住
し
た
ゲ
ル
グ
パ
は
必
ず
し
も
そ
う
で

土
よ
、
っ
こ
。

t
f
b
J，
T
 
ジ
グ
メ
は
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
の
弟
子
一
一
ェ
タ
ン
パ
法
主

ア
モ
ガ
バ

と
ソ
ェ
ナ

ω品
目
白
岳
包
同
福
島
omH}白
〉
日
o
m
E
U世

F
O
 。。

ム
シ
ェ
ラ
プ
切
印
O
仏
ロ
曲
目
白
明
白
回
日
σ
の
二
人
が
宣
徳
帝
の
帝
師
と

(
橋
本
一
一
一
六
頁
〉
、

な
っ
た
こ
と
を
い
う
が

こ
の
こ
と
は
ヴ
ァ
イ

セ
ル
に
も
(
〈

ω・
MM-ES、

弟
子
ア
モ
ガ

と
ソ
ェ
ナ
ム
シ
ェ
ラ
ブ
パ

∞臼
O
仏

〉

日
o
m
r白

ロ
回
目
的
宮
切

Eσ
同
)
白
は
天
子
の
帝
師
、
口
匂
宮
と
な
り
、
こ
の

二
人
の
弟
子
シ
ョ
ン
ヌ
ゥ
ベ
ン
デ
ン
パ

。目70
ロ
ロ
ロ
仏
句
mw-E白ロ

宮
も
天
子
の
深
い
腸
依
庭
回
E

B
ロ

ra
と
な
れ
り
。

と
あ
る
。

ア
モ
ガ
の
来
朝
の
時
期
に
つ
い
て
は

ジ
グ
メ
は
辛
丑
の

年
(
一
四
一
一
一
〉
に
ジ
ャ
ム
チ
ょ
ン
に
皇
帝
の
招
請
が
出
さ
れ
た
と

き
に

ソ
ェ
ナ
ム
と
と
も
に
随
従
し
て
来
た
と
い
う
(
橋
本
一
一
一
四



頁〉。
七
頁
)
、
し
か
し
一
方
貫
録
宣
徳
元
年
三
月
庚
子
の
傑
に
は

(
史
料
七

陸
烏
思
戴
大
賞
、
大
乗
、
闇
化
、
闘
敬
、
費
善
玉
王
及
大
圏
師
樺

迦
也
失
差
来
使
臣
阿
木
葛
、
滋
頂
漕
修
弘
智
園
師
、
鎖
南
星
吉
矯

濯
頂
園
師
、
倶
賜
二
品
金
銀
印
。

と
あ
り
『
こ
の
阿
木
葛

O
B
c
w
o
は
明
か
に
〉
目
。
伺
rm
で
ジ
ャ

ム
チ
ェ
ン
の
弟
子
で
は
あ
る
が
、
そ
の
山
と
き
の
都
合
に
よ
り
五
教
王

の
使
も
粂
ね
て
遺
使
さ
れ
た
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
と

き
の
来
朝
は
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
自
身
の
こ
と
で
な
く
、
ア
モ
ガ
の
入
朝

で
あ
り
、
そ
れ
が
チ
ベ
ッ
ト
側
で
は
誤
っ
て
停
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
事
責
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
は
前
に
述
べ
た
ご
と
く
宣
徳
九
年
に
は
確

に
入
朝
し
て
い
る
が
、
六
年
に
は
何
等
中
園
史
上
に
姿
を
見
せ
て
は

い
な
い
の
で
あ
る
。

又
前
に
も
鏑
れ
た
が
同
じ
く
六
年
九
月
壬
寅
の
傑
に
は
、
大
乗
法

王
ク

γ
レ

i
パ
が
「
園
師
阿
木
蔦
」
を
遣
し
て
馬
及
び
方
物
を
貢
し

た
と
い
い
(
〔
上
〕
六
六
頁
〉
、
同
じ
く
十
月
壬
成
に
は
「
烏
思
戴

に
銀
紗
綜
幣
表
裏
等
を
賜
わ
っ
た
こ
と
を
い
う

園
師
阿
木
葛
等
」

(
史
料
入

O
頁)、

月
入
貢
の
ア
モ
ガ
と
別
人
の
よ
う
に
も
見
え
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る
が
、
多
分
間
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
で
貫
録
正
統
四
年
五
月

己
巴
の
傑
に
は
「
園
師
盛
蒙
葛
」
に
加
封
し
て
西
天
悌
子
大
圏
師
と

(
史
料
一
四

O
頁〉、

な
し
た
こ
と
が
見
え
る
が

ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
の

西
北
方
面
で
の
客
死
に
よ
り
、
彼
は
そ
の
後
難
者
と
見
な
さ
れ
た
の

「
大
慈
恩
等
寺
公
住
園

で
で
あ
ろ
う
。
績
く
六
年
甲
寅
の
傑
に
は
、

師
調
師
刺
腕
阿
木
菖
等
」
の
語
が
見
え
る
か
ら
、
彼
は
そ
の
後
ず
っ

と
北
京
に
滞
在
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
の
聞
に
彼

は
充
分
朝
廷
の
信
任
を
捷
ち
得
て
、
前
述
の
正
統
七
年
八
月
の
弘
化

寺
の
建
立
(
八
三
頁
)
の
推
進
者
と
な
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
彼
が
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
い
う
よ
う
な
帝
師
に
任
ぜ
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
は
中
園
側
の
記
録
に
は
な
い
。
勿
論
帝
師
等
と
い

う
稽
蹴
は
明
代
に
は
何
人
に
も
輿
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
事
買
で
あ

- 87ー

る

九

ア
モ
ガ
と
と
も
に
入
京
し
た
ソ
ェ
ナ
ム
シ
ェ
ラ
プ
に
つ
い
て
は
、

貫
録
に
は
若
干
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
同
書
正
統
十
一
年
辛
卯
の

傑
に
(
史
料
一
六
九
頁
〉
、

大
慈
恩
寺
信
任
失
巴
、
局
其
師
潜
頂
園
師
鎖
南
揮
刺
、
求
襲
矯
師

租
西
天
傍
子
大
圏
師
・
・
・
・
・
・
不
允
。
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と
あ
る
が
、
鎖
南
樫
刺

2
0
ロ
R
E
T
-
白
は
明
か
に
切
回
O
R
凶
ロ
自
民

明
白
回
目
σ
で
あ
る
。

ア
モ
ガ
と
同
じ
大
慈
恩
寺
の
借
で
あ
る
か
ら
に

は
ジ
グ
メ
に
出
る
ソ
ェ
ナ
ム
シ
ェ
ラ
プ
と
同
一
の
人
物
と
見
な
し
て

差
支
え
あ
る
ま
い
。
師
の
西
天
悌
子
大
圏
師
を
襲
わ
ん
こ
と
を
願
っ

た
の
は
、
多
分
こ
の
頃
、
正
統
四
年
五
月
に
こ
の
よ
う
な
稿
揖
を
興

つ
い
で
貫
録
景

え
ら
れ
て
い
た
ア
モ
ガ
が
現
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

泰
四
年
四
月
辛
亥
の
傑
に
は
(
史
料
一
九
九
頁
)
、

@
 

命
濯
頂
大
園
師
沙
加
震
西
天
悌
子
大
園
師
、
濯
頂
園
師
鎖
南
樫
刺

矯
濯
頂
大
国
師
、
賜
之
詰
命
。

と
あ
る
か
ら
、
彼
は
七
年
後
濯
頂
大
圏
師
に
任
ぜ
ら
れ
、
景
泰
七
年

七
月
に
沙
加
明
白
神
宮
八
わ
県
吉
が
大
善
法
王
と
な
り

ソ
ェ
ナ
ム

シ
ェ
ラ
ブ
は
漸
く
こ
の
と
き
西
天
俳
子
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(
史
料

二
O
七
頁
)
。

ア
モ
ガ
と
ソ
ェ
ナ
ム
シ
ェ
ラ
ブ
雨
人
の
弟
子
と
い
う
シ
ョ
ン
ヌ
ウ

ベ
ン
デ
ン
も
貫
録
の
う
ち
に
そ
の
名
を
護
見
で
き
る
。
同
書
成
化
十

五
年
間
十
月
丙
子
の
傑
に
は
(
史
料
二
七
八
頁
)
、

太
監
李
築
侍
奉
聖
旨
、
陸
大
慈
恩
寺
園
師
乳
奴
班
丹
矯
濯
頂
大
国

師
と
あ
る
が
、
乳
奴
班
丹
札
口

CHugロ
言
ロ

は
明
か
に

。印roロ

で
あ
る
。

シ
ョ
ン
ヌ
ゥ
の
そ
の
後
は
貫
録
成
化
十

八百
年二
十宮

月 E
甲日
辰 E

の
{際

" 史
料

八
七
頁
、ーノ

太
監
車
昌
停
奉
聖
旨
、
大
慈
恩
寺
濯
頂
大
園
師
剖
失
堅
割
、
乳
奴

班
丹
、
倶
陸
西
天
悌
子
。

と
あ
っ
て
西
天
悌
子
と
な
り
、
成
化
二
十
年
十
一
月
丙
成
の
保
に
は

(
史
料
二
九
一
頁
)
、

太
監
車
昌
停
奉
聖
旨
、
陸
大
慈
恩
寺
西
天
併
子
割
失
堅
制
、
乳
奴

斡
F

結
幹
領
占
、

班
丹
、

大
能
仁
寺
西
天
俳
子
鎖
南
堅
参
、

倶
矯
法

王。

。。

と
あ
っ
て
法
王
と
な
り
、
異
常
の
昇
進
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
勿
論

時
代
が
‘
ラ
マ
敬
愛
好
者
の
憲
宗
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
速
か
な
昇
進
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
自
身
が
そ
れ
程
優
れ
た

人
物
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て

ジ
グ
メ
に
記
さ
れ
た
在
京
ゲ
ル
グ
バ
の
系
統
の

も
の
は
皆
中
国
文
献
に
見
出
し
得
る
が
、
こ
の
後
も
彼
等
の
系
統
は

朝
廷
の
庇
護
で
築
華
を
極
め
た
ら
し
い
。
彼
等
の
居
住
し
た
大
慈
恩

寺
が
も
は
や
ゲ
ル
グ
パ
の
寺
院
化
し
た
こ
と
は
疑
え
な
い
と
こ
ろ
で

こ
の
寺
院
名
を
手
が
か
り
と
し
て
進
む
と
、

あ
る
が
、

尚
二
三
の

法
王
、
西
天
悌
子
の
例
が
見
出
さ
れ
る
ζ



第
一
は
貫
録
成
化
二
十
二
年
十
月
庚
辰
の
傑
に

頁〉、

(
史
料
二
九
八

太
監
章
泰
停
奉
聖
旨
、
陸
大
慈
恩
寺
西
天
梯
子
捨
刺
吉
:
:
:
員
法

王。
と
あ
る
も
の
で
、
捨
刺
吉
田
町
O
E
S円
は
わ

g
g
v
島
可
包
と
考

え
ら
れ
る
。

第
二
は
同
じ
く
正
徳
五
年
六
月
壬
辰
の
傑
に
ハ
史
料
三
四

O
頁〉、

大
慈
恩
寺
悌
子
乳
奴
領
占
、
捨
刺
札
、
倶
矯
法
王
。

と
あ
る
も
の
で
、
割
引
奴
領
占
回
同
時
ロ
c
ロ
d
s
w
g
は

。印7
0
ロ
ロ
匡

ユ
ロ
ロ
宮
ロ
、
捨
刺
札
回
目
。

E
仲
間
白
は

南
者
と
も
に
、

ハ

U
B
E
r
m
B
m白
と
還
元

(
史
料
三
三
九

で
き
る
。

同
年
四
月
戊
成
の
傑
に

頁)、大
慈
恩
寺
乳
奴
領
占
偏
西
天
併
子
、
革
職
園
師
捨
刺
礼
矯
悌
子
、

刺
肺
也
含
寵
矯
輯
師
。

と
あ
る
か
ら
、
西
天
悌
子
、
悌
子
と
な
っ
て
約
二
か
月
の
後
に
法
王

に
昇
進
し
た
の
で
あ
っ
て
、
勿
論
背
後
に
は
武
宗
の
熱
狂
的
な
ラ
マ

教
愛
好
の
気
分
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
ι

同
じ
く
正
徳
七
年
十

一
月
戊
成
に
は
大
慈
恩
寺
の
「
法
王
」
が
僧
房
を
修
築
せ
ん
と
し
、
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工
部
は
「
民
窮
財
壷
」
を
以
て
反
封
し
た
が
、
武
宗
は
聴
か
な
か
っ

た
と
い
う
(
史
料
三
四
四
頁
)
。
こ
の
法
王
は
乳
奴
領
占
、
捨
刺
礼

の
う
ち
の
一
入
、
或
は
商
人
を
と
も
に
指
し
て
い
る
に
相
違
な
い
。

第
三
に
同
じ
く
正
徳
八
年
十
月
丁
酉
の
傑
に
(
史
料
三
四
五
頁
〉
、

大
慈
恩
寺
滋
頂
大
国
師
也
含
寵
死
、
命
工
部
造
塔
葬
之
、

事
中
調
、
奮
例
無
矯
園
師
管
葬
者
、
工
部
亦
接
之
執
奏
、

且
令
途
著
箆
例
。

工
科
給

不
聴
、

と
あ
る
が
、
こ
の
也
舎
宮
跡
明
日

m
g
は
J

円
。
吉
田
宮
仏

掲
の
史
料
の
ご
と
く
正
徳
六
隼
四
月
戊
成
に
輝
師
と
な
っ
た
ば
か
り

の
ラ
マ
慣
で
あ
る
。
昇
進
の
速
度
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
法
王
、
西
天

悌
子
に
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
官
費
の
造
塔
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
例

と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
武
宗
の
特
別
な
愛
護
な
し
に
品
考
え
ら
れ

で
、
前

-89-

:
、
.

&
山
し武

宗
が
麗
し
、
世
宗
が
立
っ
と
欣
勢
は
一
費
し
た
。
貫
録
嘉
靖
十

年
正
月
丁
酉
の
慌
に
は
(
史
料
三
七
八
頁
〉
、

先
是
右
春
坊
右
中
允
彦
道
南
請
、
改
大
慈
恩
寺
、
輿
辞
庫
、
以
行

養
老
之
韓
:
:
:
下
種
部
議
、
覆
ニ
=
円
今
国
子
監
廼
租
宗
以
来
臨
幸

之
地
、
恐
不
必
更
葺
究
字
蕃
社
、
重
立
酔
態
、
惟
寺
内
歓
喜
悌
、

係
胡
元
淫
制
、
敗
旗
民
俗
、
相
臨
設
業
。

と
あ
り
、
績
い
て
こ
れ
に
封
す
る
庭
置
を
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於
是
工
部
錆
虫
淫
像
。

と
い
う
。
大
慈
恩
寺
に
閲
す
る
貫
録
の
記
載
は
こ
れ
を
以
て
移
り
、

後
は
全
く
輩
見
で
き
な
い
。
恐
ら
く
こ
の
と
き
を
以
て
長
期
ね
わ
た

る
在
京
ゲ
ル
グ
バ
の
活
動
は
絡
を
告
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
朝
と
ゲ

ル
グ
パ
と
の
交
渉
は
以
後
高
暦
の
時
代
と
な
っ
て
第
三
代
ダ
ラ
イ
ラ

マ
が
甘
州
か
ら
書
を
張
居
正
に
送
る
ま
で
暫
く
の
問
中
組
の
朕
態
に

陥
る
の
で
あ
る
。

ジ
グ
メ
は
シ
ョ
ン
ヌ
ゥ
ベ
ン
デ
ン
の
紹
介
の
後
に

(
橋
本
一
二
六
頁
)
、

そ
れ
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
、
大
王
城
北
京
に
於
て
無
等
山
な
る

ゲ
l
デ
ン
パ
、
抵
の
無
垢
な
る
も
の
慶
く
弘
通
す
る
に
至
れ
り
。

と
い
っ
て
、

シ
ャ

I
キ
ャ
イ
シ
l
の
項
を
結
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は

嘉
靖
以
後
の
中
組
と
い
う
事
態
を
承
認
し
た
上
で
は
じ
め
て
納
得
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

。
第
四
は
闇
化
王
で
あ
る
が
、
こ
の
教
王
が
バ
グ
モ
ド
ゥ
パ

で
あ
る
こ
と
は
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
。

同

vymwm

ら
れ

第
五
代

永
築
四
年
三
月
に
闘
化
王
に
封
ぜ

中
園
と
の
関
係
が
圃
満
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
別
稿
で
述
べ

g
o
m
H回
目
包

の
ラ
グ
パ

ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
が

⑮
 
た
。
嘗
然
こ
こ
で
は
第
六
代
ラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
l
以
後
の
こ
と
を
記

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
買
は
こ
の
第
六
代
か
ら
パ
グ
モ
ド
ゥ
王

朝
は
権
臣
の
股
庖
に
よ
る
衰
粛
の
歴
史
を
辿
る
と
と
に
な
る
。
し
か

し
そ
の
事
情
を
詳
し
く
述
ベ
る
の
は
別
に
機
曾
を
持
つ
こ
と
と
し

て
、
こ
こ
で
は
一
五

0
0年
代
の
初
期
ま
で
の
王
位
の
纏
承
の
問
題

の
み
を
取
扱
っ
て
お
こ
う
。

ラ
グ
バ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
の
後
を
嗣
い
だ
ラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
l
は
甲

午
の
年
(
一
四
一
四
〉
に
生
れ
、
十
五
歳
で
ヅ
ェ
タ
ン
の
座
主
と
な

り
、
十
九
歳
壬
午
の
年
(
一
四
一
二
一
一
)
に
ネ
ウ
ド
ン

ωロ
各

国

的

仏

o
p

-90ー

に
至
っ
て
ラ
ツ
ン
と
な
っ
た
(
ロ
冨

ω・
匂
・

2
5
0
貫
録
正
統
五
年
四

月
壬
午
の
傑
に
(
梁
氏
本
容
六
六
、
五
丁
表
)
、

相

?

竹

?

刺

?

遺
口
師
菖
購
昆
令
、
矯
正
副
使
、
封
柏
木
行
巴
濯
頂
国
師
士
口
利
思

巴
永
耐
監
描
巴
描
ト
、
嗣
其
世
父
局
間
佑
王
、
賜
之
詰
命
錦
締
究

器
信
服
等
物
。

と
あ
り
、
同
じ
く
正
統
五
年
五
月
庚
申
の
傑
に
は
、
行
在
戸
部
の
奏

と
し
て
(
史
料
一
四
二
頁
)、

調
師
菖
戴
奉
命
、
帯
刺
肺
信
徒
共
三
十
名
、
資
詰
命
勅
書
、
役
烏

思
職
、
封
蘭
化
王
等
官
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
葛
購

r
o
g
Q
U
は

回
目

E--Z包
で
あ
り



昆
令

F
C
C
-
s

は
阿
内
ロ
ロ
(
仏
向
島
)
同
吉

(
n
r
g
)
と
還
元
で
き

る
。
封
躍
す
る
明
停
の
記
事
は
正
統
五
年
の
傑
の
、

王

(
Hラ
グ
パ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
)
卒
、

遺
調
師
二
人
、

矯
正
副

使
、
封
其
従
子
吉
刺
思
巴
永
耐
監
菰
己
競
ト
、
震
闇
化
王
。

で
あ
る
が
、
士
ロ
刺
恩
巴
永
耐
監
麗
巴
購
ト
苔
}
印
私
宮

u
E
J
S

S-mロ
g
h
H
U

匂同
Z
R
H
O
W
C

は
明
か
に
の

B
m臼
匂
曲
σ
-
u
u
コM
p

h

州ロ回目

H
m
3
-
g
g
r自
身
同
日
げ
N

包
M
V
O

で
、
第
六
代
の
ラ
ツ
ン
そ
の
人

マ
ル
ボ
史
に
は

(
U冨
ω・
H
U

・
2
5、

で
あ
る
。
時
に
朝
廷
よ
り
景
泰
帝

HNmu可
曲
目
ち
の
可

E
F
S
勅
使
を
多
く

送
り
て
、
王

の
詰
勅
を
賜
わ
り
、

そ
れ
よ
り
取
り
て
ワ

ロ
ゲ
州

w
p

ン
・
ラ
グ
バ
ジ
ュ
ン
ネ
!
と
稽
せ
ら
る
。

と
あ
り

ダ
ラ
イ
悌
教
史
も
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
ゴ
ン
マ
景
泰
帝
恒
V
S

か
ら
詰
勅
を
輿
え
ら
れ
て
、

円回目
uu
話
回
凶
白
ぬ
o
p
g印
肉
可
。
ロ
チ
包

ン
・
ラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
l
と
稽
し
た
こ
と
を
い
う
が

(
、

H
，M
M
ω

・
-
Y

8
3、
彼
と
景
泰
帝
と
は
何
の
閥
係
も
な
い
。
と
い
う
の
は
右
の
ご

と
く
、
彼
が
蘭
化
王
に
封
。せ
ら
れ
た
の
は
正
統
五
年
で
あ
り
、
英
宗

の
時
代
で
あ
っ
て
、
後
述
の
ご
と
く
彼
は
正
統
十
年
(
一
四
四
五
)

に
湿
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

景
泰
帝
は
明
か
に
正
統
帝
の
誤
で
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
正
統
五
年
(
一
四
四

O
)
は
第
五
代
の
死
か
ら
は
八
年

後
で
あ
り
、
そ
の
封
は
些
か
時
聞
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
る
感
が
す
ゑ

後
纏
者
の
決
定
に
つ
い
て
は
と
の
聞
に
複
雑
な
経
過
が
あ
っ

事
買
は
ラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
I
の
究
サ
ン
ジ
ェ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン

カ1たω白
骨
由
同
mu話
回
同
mu刊巳

B
Z
Eロ
が
郎
位
を
希
望
し
内
紛
が
起
っ
た

と
い
う
と
と
で
あ
る
が

(寸
可
ω・
M
M

・
8
8、
そ
の
事
情
は
後
に
又
飼

テ
プ
ゴ
ン
に
よ
れ
ば
ラ
グ
バ
ジ
ュ
ン
ネ
l
は
寛

れ
る
(
丸
二
頁
)
e

容
な
人
物
で
あ
っ
た
が
、
デ
ン
サ
テ
ル
の
円
四

g
g
g岳
山
の
座
主

の
地
位
を
非
常
に
紳
聖
な
も
の
と
考
え
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
地
位

-91-

に
自
ら
は
就
か
ず
、
彼
の
去
っ
た
後
デ
ン
サ
テ
ル
は
二
十
年
も
空
位

で
あ
っ
た
と
い
う
(
∞
〉
・
M
M

・
包
品
)
。

中
国
の
記
録
で
は
、
貫
録
の

正
統
十
年
六
月
に
割
失
星
士
口

仲
間
担
問
岡
田
山
口
仲
台
〈
切
}
向
日
企
印
白
四
回
以

ワ

を
使
者
と
し
て
遺
し
た
こ
と
が
出
て
い
る
だ
け
で
、

等
彼
に
闘
す
る
記
事
は
な
い
。

他
に
、
何

ぬ。
ラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
ー
は
マ
ル
ボ
史
で
は
乙
丑
の
年

ハ
一
四
四
五
)

に
捜
し
た
が

(
U冨
ω・
切
-
笥
h
j
)

、
貫
録
で
は
正
統
十
一
年
(
一
四

四
六
)
六
月
己
亥
の
傑
に
閥
係
記
事
が
あ
り
(
史
料
一
七
一
頁
)
、

故
士
ロ
刺
思
巴
永
耐
監
窺
巴
戴
ト
父
桑
見
結
監
購
巴
識
ト
、
借
襲
閣

化
王
。
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理
部
が
遺
官
し
て
こ
れ
に
賜
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
い

と
あ
っ
て
、

ぅ
。
桑
見
結
監
戴
巴
離
ト
田
昌
己
主

2
4
F
m
H
H
Z
R
U
3
2
8
Z

は

ω包
印
品
〕
戸
田
認
可
色
目

g
r
g
門
回
目
)
胆

-zs句
。

で
確
に
ラ

グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
l
の
父
の
サ
ン
ジ
ェ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
に
一
致
す
る
。

唯
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
闇
化
王
を
「
襲

し
た
」

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

マ
ル
ボ
史
は
サ
ン
ジ
ェ
に
つ
い
て

(
り
冨

ω-H)・告白)、

〔
第
六
代
は
〕
御
年
三
十
裁
を
経
た
る
突
亥
の
年
(
一
四
四
三
〉

に
ヤ
ル
ギ
て
フ
ペ
目
指
苫
ゲ
よ
り
御
父

JFゲ
ロ

Z

Z
を
大
な

る
寧
敬
も
て
請
導
し
、

ヅ
ェ
タ
ン
の
管
事
官

H
N
4
5
0

昨
日
同
但
ひ
ロ
同
ひ

'o 。
に
坐
す
る
こ
と
を
願
え
り
。

と
あ
り
、
又
同
じ
く
第
七
代
ク
ン
ガ

I
レ
グ
同
区
ロ
企
-NH3rm臼
の

傑
に
は
(
り
冨

ω・日
y
a
叶ゲ)、

丁
丑
の
年
(
一
四
五
七
)

に
サ
ン
ジ
ェ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
は
逝
け

り
。
こ
の
御
父
は
ヤ
ル
ギ
ャ
プ
に
九
年
、
ヅ
ェ
タ
シ
の
管
事
官
に

十
五
年
住
し
た
り
と
い
う
。

と
あ
っ
て
、
彼
が
ヅ
ェ
タ
ン
の
管
事
官
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
い
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
ー
が
、
父
を
こ
の
よ
う
に

待
遇
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
卸
位
以
来
の
紛
字
を
解
決
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。

し
か
し
サ
ン
ジ
ェ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
は
自
ら
の
宿
願

を
抽
棄
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

ラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
l
が
若
く
し
て
一

四
四
五
年
に
現
し
た
の
は
彼
に
と
っ
て
紹
好
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し

た
こ
と
に
な
る
。

一
四
四
五
年
に
は
一
フ
グ
パ
の
伯
父
等
却
ち
サ
ン
ジ

ェ
の
兄
弟
は
す
べ
て
現
し
て
お
り
、
ラ
グ
パ
の
弟
の
ク
ン
ガ
l
レ
グ

⑮
 

は
漸
く
十
三
歳
で
、
翌
年
は
じ
め
て
ヅ
ェ
タ
ン
の
座
主
に
な
る
よ
う

な
始
末
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
パ
グ
モ
ド
ゥ
に
は
適
嘗
な
後
繕
者
が
な

く
、
俗
人
の
サ
ン
ジ
ェ
が
就
任
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
般
に

襲
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
バ
グ
モ
ド
ゥ
宮
廷
の
内
部
に

勾
'u
n
ヨ

強
硬
な
反
封
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
明
停
は
、

王

(
Hラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
l
)
卒
、
以
桑
見
結
竪
他
国
巴
戴
ト
嗣
。

と
L
い

同
じ
く
成
化
五
年
の
傑
に
は
、

王

(
Hサ
ン
ジ
ェ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
)
卒
、
命
其
子
公
葛
列
思
巴
中

奈
領
占
堅
参
巴
見
識
嗣
。

サ
ン
ジ
ェ
を
闘
化
王
の
一
代
に
数
え
こ
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
は
「
借
襲
」
と
い
う
傑
件
付
の
闇
化
王
で
あ
る
の
を
見
落
し
て

と
い
っ
て
、

い
る
。と

こ
ろ
で
問
題
は
次
の
ク
ン
ガ
l
レ
グ
が
何
時
後
を
嗣
い
だ
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

マ
ル
ボ
史
に
は
彼
が
ヅ
ェ
タ
ン
の
座
主
に
な
っ



た
後
を
績
け
て

(
U冨
ω・同
)-sr)、

そ
れ
よ
り
三
年
経
た
る
戊
辰
の
年
(
一
四
四
入
)
に
ヅ
ェ

(
Hネ

ド
ン
ツ
ェ
)
に
到
り
た
り
。

と
い
う
が
、

「
ヅ
ェ
に
到
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
彼
が
ネ
ド
ン

(
H

ネ
ウ
ド
ン
〉
で
王
位
に
卸
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

貫
録
に
も
若
干
反
映
し
て
い
て
、、
景
泰
二
年
七
月
甲
辰
の
慨
に
ハ
史

料
一
九
四
頁
〉
、

闇
化
王
並
都
指
揮
余
事
伊
加
里
堅
集
巴
購
卜
、
遺
番
借
刺
麻
割
実

⑮
 

新
吉
等
、
貢
馬
及
方
物
。

と
あ
り
、
同
じ
く
三
年
正
月
辛
酉
の
僚
に
(
史
料
一
九
六
頁
)
、

@
 

烏
思
難
関
化
王
遣
番
借
完
ト
鎖
南
領
占
、
来
朝
貢
馬
及
詔
鼠
皮
。

と
あ
る
に
拘
ら
ず
、
入
月
一
丁
丑
に
割
貰
新
士
ロ
が
僻
鯖
せ
ん
と
し
化
と

き
に
は
ハ
史
料
一
九
四
頁
)
、

命
賓
勅
綜
幣
表
裏
、
踊
賜
其
聞
化
王
毘
葛
列
思
巴
永
耐
堅
集
巴
戴

ト
で
あ
っ
て
、
事
賓
と
し
て
は
こ
の
と
き
の
蘭
化
王
は
明
か
に
ク
ン
ガ

l
レ
グ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
同
じ
く
天

順
元
年
三
月
美
未
の
慌
に
(
史
料
一
一
一

O
頁)、
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烏
思
購
伯
木
竹
巴
濯
頂
園
師
闘
化
王
桑
扇
結
竪
他
国
巴
購
ト
等
、
来

朝
貢
馬
及
方
物
。

と
あ
る
の
は
、
勿
論
サ
ン
ジ
ェ
自
ら
の
入
朝
で
は
な
く
、
ラ
ツ
ン
代

理
と
し
て
の
彼
の
使
者
の
入
朝
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
・
な

し、

し
か
し
マ
ル
ボ
史
に
は
、
そ
の
後
に
サ
ン
ジ
ェ
が
丁
丑
の
年
(

ま
で
ヅ
ェ
タ
ン
の
管
事
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お

り
、
中
国
文
献
が
や
は
り
こ
の
年
ま
で
「
閏
化
王
と
し
て
の
」
サ
ン

ジ
ェ
の
朝
貢
を
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
ク
シ
ガ

l
レ
グ
に

質
構
が
完
全
に
移
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
質
錬
を
見
る

と
、
成
化
五
年
正
月
辛
巳
の
傑
に
(
史
料
二
五
三
頁
)
、

四
五
七
)

- 93ー

命
濯
頂
園
師
廟
化
王
桑
見
結
堅
参
帆
購
ト
、
間
数
王
領
占
帆
見
結

@
 

参
男
領
占
堅
参
肌
見
離
卜
、
輔
教
王
南
葛
竪
参
巴
購
卜
男
葛
割
失

堅
参
帆
購
ト
、
各
襲
其
父
封
爵
。

と
あ
っ
て
、
間
教
王
、
輔
教
王
と
と
も
に
闘
化
王
の
新
な
相
績
が
語

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
闘
化
王
の
み
抗
こ
こ
で
は
相
績
者
の
名
が
見

え
ず
、
奇
異
の
感
に
打
た
れ
る
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
前
掲

の
、
景
泰
二
年
八
月
に
ク
ン
ガ

1
レ
グ
の
名
を
闇
化
王
と
し
て
出

し

つ
い
で
天
順
六
年
三
月
に
は
サ
ン
ジ
ェ
の
名
で
そ
れ
を
出
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
緯
承
の
順
が
理
解
で
き
な
く
な
り
、
こ
こ
に
至
つ
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て
ク
ン
ガ
l
レ
グ
の
名
を
書
き
込
み
か
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

明
俸
に
、
〔
成
化
〕
五
年
、
王

(
Hサ
ン
ジ
ェ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
)
卒
、
命
其

子
公
葛
列
思
巴
中
奈
領
占
竪
参
巴
戴
ト
嗣
。

と
あ
る
の
と
考
え
合
せ
て
、
貫
録
の
誌
は
桑
見
結
竪
参
帆
戴
卜
の
下

「
男
昆
葛
列
思
巴
」
の
名
を
補
っ
て
差
支
え
な
い
と
思
う
。
と

す
る
と
ク
ン
ガ
l
レ
グ
が
正
式
に
岡
化
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
成
化

五
年
(
一
四
六
九
)
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
マ
ル
ボ
史
に
は

戊
辰
の
年
(
一
四
四
八
)
に
位
に
即
い
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る

ヵ、
ら

(
九
三
頁
)
、

勿
論
こ
の
間
は
パ
グ
モ
ド
ゥ
の
嘗
主
は
ク
ン
ガ

ー
レ
グ
そ
の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
こ
と
を
誼
援
立
て
る
た

め
に
尚
貫
鋭
か
ら
二
三
の
重
要
な
記
事
を
引
用
し
よ
う
。

そ
の
第
一
は
天
順
元
年
(
一
四
五
七
)
九
月
辛
巳
の
傑
に
、
正
使

濯
頂
園
師
葛
職
、
副
使
右
究
義
桑
加
瓦
を
遺
し
て
輔
数
王
を
封
じ
た

と
き
に
(
史
料
二
一
二
頁
)
、

所
経
烏
思
臓
等
鼠
閣
化
王
毘
葛
列
恩
巴
中
耐
堅
参
巴
蕪
ト
等
、
停

其
護
送
使
臣
。

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
葛
臓

E
Z
R
U八
回
白

E
二
回
包

は
一
四
三
二
年
に
入
癒
し
た
葛
識
で
あ
る
う
し

(九
O
頁)、

桑
力日

瓦
印
h
R
C
Z
帥
ロ
加
は

ωhw
凹

-q伸
明
白
で
な
く
て

ω白
同
ぱ
由
同

muRW印
ゲ

脚

で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
而
し
て
昆
葛
列
思
巴
中
耐
堅
参
巴
菰
ト

-Emロ
}
向
。
ロ
O
L
H
U
凹仲間
C
U
J
H
Q
H
片品目。ロ

g
a
Q
B
匂
胆

Z
Q
O
け

c
は

関口口【凶相川胆
}M
】
叩
何
回
切
削

w
E
}
M
r
u
コH
H
M
m
H
H
S
H
m可
但

-
B
Z
Y
白ロ【凶刷出
w-

ゲ
N

伊ロ一回
uo
で
、
明
か
に
ク
ン
ガ
l
レ
グ
そ
の
人
で
あ
る
。

第
二
の
史
料
は
天
順
八
年
(
一
四
六
回
〉
七
月
辛
巳
の
傑
に
(
史

料
二
三
一
頁
)
、

烏
思
臓
闇
化
王
公
加
列
巴
宗
念
堅
燦
八
戴
卜
等
、
遺
番
信
常
竹
領

占
・
・
・
・
・
・
来
朝
貢
馬
及
方
物
。

-94-

と
あ
る
も
の
で
、
常
竹
領
占
仲
間
.FU
同

a
-
S
S
W
O
B

∞
ヨ
ロ

公
加
列
巴
宗
念
堅
燦
入
戴
卜

E
u
g
m
w
-目
的
苦

ii 

ロ}同ロ
-
u
H
仲ロロ]凶開口、

同
印

C
O
E叫
ヨ
お
品
川
口

g
a
Q
ロ
旬
開

g
h何
回

切

C

は
第
一
の
史
料
の
ク
ン

ガ
I
レ
グ
の
名
に
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

ζ

の
二
つ
の
例
に
よ
り

ク
ン
ガ
l
レ
グ
が
サ
ン
ジ
ェ
の
残
後
ネ

ウ
ド
ン
の
王
位
を
占
め
た
こ
と
は
も
は
や
疑
な
く
、
明
停
、
貫
録
に

成
化
五
年
に
即
位
し
た
ご
と
く
記
す
の
は
、
唯
単
に
明
廷
か
ら
闘
化

王
に
正
式
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が

分
る
。

マ
ル
ボ
も
そ
の
黙
は
正
直
に
(
り
冨

ω・同
U

・
雪
印
)

シ
ナ
の
成
化
帝
の
E

P

V

。
品
3-
一切。

は
勅
使
を
遺
し
て
王



円
同

σ胆
ひ

の
請
勅
を
賜
り
た
る
に
よ
り
、

と
稽
せ
ら
る
。

ワ
ン
・
ク
ン
ガ

l
レ
グ
パ

と
い
っ
て
、
，
封
競
を
輿
え
ら
れ
た
の
は
成
化
時
代
で
あ
る
こ
と
を
明

か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
ク
ン
ガ
l
レ
グ
の
後
繕
者
に
つ
い
て
も
問
題
は
少
く
な

弘
治
に
か
け
て
頗
る
多
く
の
闇
化

し、

貫
録
で
は
そ
の
後
成
化
、

王
の
朝
貢
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
王
の
名
は
全
く
記
さ
ず
、
弘
治

十
年
(
一
四
九
七
)
十
二
月
壬
午
の
傑
に
至
っ
て
突
然
(
史
料
三
一

九)、初
烏
思
購
闇
化
王
死
、
其
子
班
阿
吉
証
束
割
巴
乞
襲
封
調
化
王
。

と
出
て
く
る
。
班
阿
吉
証
束
割
巴

u
d
匝ロ
0
4門司】
F
C担
。
仲
間
供

C
仲
田
恒

M
M
胆

は
り
同
)
巳
ロ
州
wm州
向

山

内

H
E
P
-
H
U「ロ
m
m
z
m印
可
胆
で
、
普
通
ガ
l
ギ

@
 

ワ
ン
ポ

z
a
E
円
四
日
】
邑
ち
と
帯
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
ク
ン

ガ
1
レ
グ
が
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
成
化
五
年
よ
り
こ
の
弘
治
十
年
頃
ま

で
、
パ
グ
モ
ド
ゥ
パ
に
は
費
動
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
詳

細
は
省
く
が
、
質
は
ク
ン
ガ

i
レ
グ
の
在
位
中
に
は
宮
廷
に
は
内
証

219 

が
紹
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
ボ
史
に
よ
れ
ば
、
彼
は
三
十
五

歳
の
と
き
丁
亥
の
年
(
一
四
六
七
〉
に
自
ら
の
子
ド
ル
ジ
ェ
リ
ン

を
ヅ
ェ
タ
ン
の
座
主
に
任
じ
た

チ
ェ
ン

、
内
(
ロ
冨
ω・
河内同
0

同
}
由
同
日
ロ
口
}
同
町
ロ

U
-

∞∞
ω一)、

ド
ル
ジ
ェ
リ
ン
チ
ェ
ン
は
十
九
歳
で
亡
り

(日
]
U

日仏・

H
y
a
∞σ)、
迭
に
叉
の
後
を
嗣
ぐ
ζ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
。
彼
の
十
九
歳
が
何
年
に
嘗
る
か
は
明
か
に
す
る
ζ

と
が
で
き

な
い
が
、
テ
プ
ゴ
ン
は
彼
を
現
在
の
座
主
と
し
て
記
し
て
お
り
、
衣

代
の
王
ガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
が
位
に
即
い
た
の
は
一
四
入
一
年
で
あ
る

カ〉

ら

一
四
七
八
年
か
ら
八

O
年
ま
で
の
聞
で
あ
る
こ
と
は
確
買
で

あ
る
。
而
し
て
そ
の
母
の
チ
ョ
エ
ベ
ル
サ
ン
そ
の

Z
白

色

3
-
r
g
p

-95-

5
0
も
衣
い
で
亡
り
、

ク
ン
ガ
l
レ
グ
の
直
系
は
こ
こ
に
紹
担
え
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ク
ン
ガ

I
レ
グ
が
つ
い
で
自
ら
の
後
継
者
と
し
た
の
は
ガ

1
ギ
ワ

ン
チ
ュ
で
あ
る
が
、
ト
ゥ
ッ
チ
氏
は
こ
れ
を
ド
ル
ジ
ェ
リ
ン
チ
ェ
ン

の
子
と
見
な
し
て
い
る
(
寸
匂

ω・
。

3
8
-
o
E口
曲
目
、
吋
但
巴
町
田
)
。

か
し
ポ
テ
ィ
セ
ル
ゥ

E
問
答
第
十
一
に
は
〈
H
M
H
，
ω凶作
U
・
2
5、

ラ
グ
ジ
ュ
ン
の
E
m回
(
司
白

)
S
U
E
P
(ぬ
gm〉
の
御
子
は
ギ
ワ

ン
の
ご
凶
ゲ
白
川
町
ー
に
し
て
、
そ
の
御
子
は
大
.
コ
ン
マ
。
。

p
g胆
口
}
話
ロ し

旬
。
な
り
。

と
あ
り

ギ
ワ
ン
は
明
か
に
ガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
の
誤
篤
乃
至
は
略
稽
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で
あ
り
、
大
，コ
ン
マ
は
そ
の
子
の
タ
シ

l
ラ
グ
パ
盟
内

E
立
回
伺

g
m印

刷
】
但
を
指
し
て
い
る
か
ら、

ガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
は
第
六
代
一
フ
ツ
ン
・

ラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
I
の
子
で
あ
る
(
一

O
一
頁
第
三
表
参
照
)
。
又
マ

ル
ボ
史
に
は

(
ロ
冨

ω・
匂

-g目)
、

ツ
ェ
ガ

l
リ
ン
ボ
チ
ェ

、H
，
凹
}
回
開
凹

-
D
但
江
口
同
】
O
口
}
岡
町

は
カ
ル
パ

z
y
r
R
3
の
女
と
婚
し
、

ワ
ン
ボ
の
【
E
D一
品
可
邑

z
a
E円
四

Z
P
H】O
己
禾
の
年
(
一
四

三
九
〉
に
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
生
れ
た
ま
え
り
。
ツ
ェ
ガ

l
パ

の
二
十
六
歳
の
と
き
に
し
て
、
又
ク
ン
ガ

1
レ
グ
パ
ワ
の
七
歳
の

そ
れ
よ
り
ド
ン
ギ
ュ
エ
・
ガ

I
ギ

と
き
な
り
。

と
あ
り

ツ
ェ
ガ

l
リ
ン
ボ
チ
ェ
即
ち
ラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
l
の
子
と

し
て
い
る
。

ダ
ラ
イ
悌
数
史
も
同
様
、

ツ
ェ
ガ

l
バ
の
子
で
あ
る

と
い
う
か
ら
(
、
H
，HM
ω

・司

-
R
3、
ζ

の
貼
は
チ
ベ
ッ
ト
文
献
は
一
致

し
て
い
て
矛
盾
が
な
い
。
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
系
圃
で
は
ガ

l
ギ
ワ
ン
チ

ュ
は
ク
ン
ガ

l
レ
グ
の
孫
に
な
る
が
、

年
生
れ
で
あ
り

ク
ン
ガ

l
レ
グ
は
一
四
一
二
三

(一

O
O頁
註
⑬
〉
、

一
四
三
九
年
は
確
に
右
の
マ

ル
ボ
史
の
文
の
ご
と
く
七
歳
で
あ
っ
て
、
孫
の
存
在
す
る
理
由
は
な

し、

ガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
は
十
六
歳
甲
成
の
年
〈
一
四
五
四
〉
に
ク
ン
ガ

ー
レ
グ
の
請
に
よ
り
デ
ン
サ
テ
ル
の
座
主
の
位
に
就
い
た

(ロ
冨

ω・

-u
・
。
@
但
w

チ
ェ
ン
ガ
・

ソ
ェ
ナ
ム
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン

切
〉

'0 

ul 
<.0 

Zl :ω 
叩 コ
吋

OQ 
ロe
炉"
凹

匂
同、、ノ

が
一
四
三
四
年
に
思
し
て

(H
エ
エ
ル
-
一

l
パ

か
ら
二
十
年
の
問
、

ガ
1
ギ
に
至
る
ま
で
デ
ン
サ
テ

ル
の
座
主
は
空

席
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
が
二
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
バ
グ
モ
ド
ゥ
に
は
又
し
て
も
内
紛

が
起
り

リ
ン
プ
ン
侯

の
反
凱
等
が
あ
っ
て
政

阿
川
吉
田
日

u
c
p印
刷

】

同

局
は
極
め
て
不
安
定
と
な
っ
た

(
ロ
冨

ω-H】・
8凹
)
。

彼
が
王

(
H

ゴ
ン
マ
)
の
位
に
郎
い
た
の
は
一
四
八
一
年
で
あ
る
。

マ
ル
ボ
史
に

- 96ー

は
(
歩
広
・
〉
、

座
主

(
Hガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
)
は
ヅ
ェ
の
高
御
座
に
郎
か
れ
、
ヅ
ォ

ン
カ
ワ
列
島
由
o
p
r
y釦
『

胆

の
女
を
妃
と
し
て
駅
げ
ら
れ
た
り
。

そ
の
と
き
座
主
は
四
十
三
歳
に
し
て

」
の
年
に
オ
ン
ダ
セ
ル

冨
q司。
回

0 

5-F 
但己

gョ
ロー
逝.巳
き-
Tこ"~
り;:::...
。同ー
::r 
胆
ロ・
砂t
r宇
田

市

に
ゴ
エ
ロ
ツ
ァ
ワ

カ
ン
ツ
エ

と
あ
る
が

ガ
l
ギ
の
四
十
三
歳
は
一
四
八
一
年
で
、
ゴ
エ
ロ
ツ
ァ

ワ
卸
ち
テ
プ
ゴ
ン
の
著
者
シ
ョ
ン
ヌ
ゥ
ベ
ル
の
残
し
た
年
に
一
致
す

る
の
で
あ
る
。

ガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
が
四
十
三
歳
で
ヅ
オ
ン
カ
ワ
の
女

を
要
っ
た
こ
と
は
一
見
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か



し
ダ
ラ
イ
伸
敦
史
に
は
、

「
こ
の
と
き
ラ
ン
氏
の
系
統
を
停
え
る
も

の
が
他
に
な
く
な
り
、
止
む
を
得
ず
彼
が
皆
の
奨
に
従
っ
て
結
婚
し

た
の
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
(
叶
司
ω・日】・
2
3。

ガ
1
ギ
の
即
位
後
三
年
、
実
卯
の
年
(
一
四
八
三
)
に
ク
ン
ガ

I

レ
グ
は
五
十
一
歳
で
麗
し
(
ロ
冨

ω・
H
U

・
己
目
)
、
漸
く
ガ
l
ギ
は
名
貫

と
も
に
王
と
な
る
が
、
己
酉
の
年
(
一
四
八
九
)
に
は
妃
ヅ
オ
ン
カ

ワ
氏
を
失
い
、
辛
亥
の
年
(
一
四
九
一
)
に
は
五
十
三
歳
で
又
自
ら

が
世
を
去
る
の
で
あ
る

(
F
E・)。

普
通
彼
は
ツ
エ
ニ

l
リ
ン
ボ
チ

エ
叶
m
r
g
m
m
u
ユロ

HXvnr巾
と
帯
さ
れ
る
が
、

の
年
の
六
月
の
二
日

る。

そ
れ
は
彼
が
こ

に
回
比
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い

、吋臼一

r冊
目
ぬ
民
同
国

彼
の
後
を
嗣
い
だ
の
は
そ
の
子
ワ
ン
・
タ
シ

l
ラ
グ
パ

盟
内
同
白
色
白
ぬ
日
哲
也
同
一
で
あ
る
。
そ
の
生
年
は
マ
ル
ボ
史
に
よ
れ

ば
、
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
推
定
す
る
一
四
八

O
年
(
叶
司

ω・
。

gg-o也
'

戊
.
申
の
年
(
一
四
八
八
年
)

ロ
ゲ
包
凶

円
曲
目
叶
但
宮
町
田
)

で
あ
る

で
は
な
く

(
ロ
冨
ω・己但)。

主
と
し
て
の
天
子
の
詰
勅
の
援
興

マ
ル
ポ
史
に
は
(
ロ
冨
ω・
己
σ)、

彼
に
謝
す
る
、

に
つ
い
て
は

盟1

朝
廷
よ
り
の
官
人
は
、
座
主

ω司
但
ロ
百
世
が
在
位
せ
る
も
の
と

王

(
に
封
ず
る
)

の
勅
を
持
ち
来
ら
ず
m

諸
々
の
賜

思
い
て
、

物
を
、
敬
雄
し
も
て
献
置
し
、
勅
使
等
は
蝿
り
た
る
が
、
そ
は
こ

の
年
な
り
。

と
あ
り
、
明
の
使
者
が
チ
ェ
ン
ガ
即
ち
ガ
l
ギ
ワ
シ
チ
ュ
が
在
位
L

て
い
る
も
の
と
し
て

タ
シ

l
ラ
グ
パ
へ
の
闇
化
王
の
封
勅
を
持
参

し
な
か
っ
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

ダ
ラ
イ
悌
敦
史
に
も

(
、
吋
司

ω・

日

γ
∞hF
(
)
)

、

そ
の
と
き
シ
ナ
の
天
子
は
チ
ェ
ン
ガ

(
Hガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ユ
)

ワ
ン
に
封
ず
る
の
勅
を
興
え
ん
と
せ
し
が
、

チ
ェ
ン
ガ
の
死

.
し
た
る
に
よ
り
、
勅
使
等
は
賜
物
を
す
べ
て
置
き
て
蹄
園
せ
り
。

-97ー

と
あ
る
。

マ
ル
ボ
史
の
「
こ
の
年
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
前
文
よ
り

し
て
斐
丑
の
年
(
十
四
九
一
ニ
)
と
判
断
さ
れ
る
か
、
何
故
こ
の
と
き

に
限
っ
て
こ
の
よ
う
な
行
違
い
が
起
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑

を
解
く
た
め
に
我
々
は
貫
録
弘
治
十
年
十
二
月
壬
午
の
興
味
あ
る
記

載
を
一
臨
検
討
し
て
み
よ
う
(
史
料
三
二
九
一
民
)
。

初
烏
思
購
闘
化
王
死
、
其
子
班
阿
吉
正
束
割
巴
乞
襲
封
闇
化
玉
、

上
命
番
借
刺
肺
参
量
答
貫
哩
矯
正
使
、
鎖
南
留
資
爾
副
之
、
同
刺

肺
割
失
堅
参
等
十
八
人
、
共
賛
諮
勅
並
賞
賜
繰
段
衣
服
食
茶
等

物
、
往
封
之
、
行
三
年
至
其
地
、
時
新
王
亦
己
死
、
其
子
阿
圧
割

失
割
巴
堅
参
巴
班
描
卜
、
即
欲
受
封
、
並
領
所
資
詰
勅
諸
物
、
参
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量
答
貰
哩
等
不
得
己
援
之
、
途
具
謝
恩
方
物
、
並
其
父
原
領
誼
部

勘
合
印
信
園
書
番
本
、
付
参
量
答
買
哩
等
賢
回
、
矯
差
齢
、

至
四

川
、
巡
撫
官
劾
其
撞
封
之
罪
、
逮
至
京
坐
斬
、
至
是
屡
奏
乞
貸

死
、
上
以
馬
番
人
不
足
深
治
、
特
菟
死
、
震
快
西
卒
涼
衛
充
軍
、

副
使
以
下
宥
之
。

最
初
の
ガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
の
乞
襲
の
こ
と
に
つ
い
て
は
前
に
も
述
べ

た
(
九
五
頁
)
。
ζ

こ
に
出
て
く
る
使
者
の
参
豊
答
貫
哩
え
Q
B
2
2

鎖
南
寵
費
爾
印
己
O
ロ
Q
B
C
O
S
H

同

州

凶

瑚

--H
ω回
目
白
巳
忠
弘
、

t主

ML
は
回
国
O仏
ロ
回
目
白

}VO仏
NOH、
割
失
堅
参
神
官
官
片
品
目
g
g
a
Q
B

は
切
日
目
白
色
印
品
百
一-
B
g
r
g
で
あ
り
、
阿
庄
割
失
巴
割
堅
参
巴

班
戴
卜

0
5
0
仲
間

Q
笠

宮

QHU
白
星
ω
ロ
え
Q
B
官

官
g
g
Q
U

U
己
は
明
俸
の
阿
往
剖
失
割
巴
竪
参
で
沼
諸
島
包
厚
目
立
国

m
g
m臼

@
 

同区
一
円
mu忌
-
B
Z
V白
ロ
身
一
曲
目
ゲ

BHM
ち
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
は
勿
卒

に
讃
む
と
、
襲
封
と
そ
れ
に
閲
す
る
事
件
が
弘
治
十
年
(
一
四
九

七
)
に
起
っ
た
ご
と
く
見
え
る
が
、
襲
封
に
闘
し
て
は
胃
頭
に
「
初

め
」
と
あ
り

サ
マ
ン
タ
シ
ュ
リ
l
等
が
「
是
に
至
っ
て
」
死
を
貸

さ
れ
ん
こ
と
を
乞
う
た
こ
と
か
ら
し
て
、

サ
マ
ン
タ
等
が
踊
園
し
て

弾
劾
さ
れ
、
そ
の
治
罪
が
行
わ
れ
た
の
が
弘
治
十
年
十
二
月
で
あ
っ

た
ζ

と
が
分
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
使
者
が
何
時
出
聾
し
た
か
と
い

う
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、

ガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
の
封
爵
の
た
め
に
出

ク
ン
J

ガ
I
レ
グ
の
残
年
一
四
八
三
年
か
ら

ガ
l
ギ
の
残
年
一
四
九
一
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

費
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

「
行
く
と
と
三
年
に
し
て
そ
の
地
に
至
る
」
と
い
い
、
至
っ
た
年
が

マ
ル
ボ
史
の
い
う
一
四
九
三
年
で
あ
る
と
す
る
と
、
一
四
九

O
年

l

九
一
年
に
彼
等
は
朝
廷
を
出
費
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
鯖
固
に
も
又
三

年
費
し
た
と
す
れ
ば
、

し
た
こ
と
に
な
り
、

一
四
九
五

l
九
六
年
に
彼
等
は
中
国
に
鯖
着

一
四
九
七
年
の
治
罪
と
矛
盾
な
く
年
代
は
接
績

す
る
こ
と
に
な
る
。
明
俸
に
は
、
弘
治
八
年
の
或
る
事
件
の
後
に
績

- 98ー

い
て
-
其
時
王
卒
、
子
班
阿
士
ロ
江
東
割
巴
請
襲
、
命
番
信
二
人
、
矯
正
副

使
、
往
封
云
云
。

と
あ
っ
て
、
貫
録
と
同
様
の
始
末
を
述
ベ
、
恰
も
弘
治
八
年

ハ
一
回

九
五
年
〉
に
王
の
交
代
又
は
使
者
の
治
罪
が
行
わ
れ
た
ご
と
く
い
う

が
、
事
賞
は
右
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
貫
録
の
文
に
よ
る
と
使
者
等
は
止
む
を
得
ず
し
て

封
を
援
け
た
と
と
に
な
り
、
マ

ル
ボ
史
で
は
贈
物
だ
け
受
領
し
て
封

は
受
け
な
か
っ
た
ζ

と
に
な
り
、
ダ
ラ
イ
悌
数
史
で
は
と
に
か
く
封



勅
は
持
参
し
て
い
た
が
、
や
は
り
提
け
な
か
っ
た
ζ

と
に
な
る
。

か
し
使
者
等
が
後
に
撞
封
の
罪
を
問
わ
れ
て
い
る
と
ζ

ろ
を
見
る

と
、
朝
廷
は
ζ

の
封
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

マ
ル
ボ
史
に

は
(
ロ
冨

ω-HV・
3
巴、

壬
申
の
年
(
一
五
二
一
)

の
末
に
朝
廷
よ
り
調
師
。

E
ロ
宵
宮

と
園
師

。
。
宵
宮
主
従
等
多
く
使
者
と
し
て
来
り

ヅ
ェ
に

王
ロ
ゲ
MHD-

の
封
勅
賜
わ
り
た
り
。

と
あ
っ
て
、
後
一
五
一
一
一
年
(
正
徳
七
年
)
に
正
式
に
闇
化
王
と
さ

@
 

れ
た
こ
と
を
い
う
が
、
中
国
側
に
は
こ
れ
に
該
嘗
す
る
記
事
は
見
出

し
得
な
い
。

し
か
し
前
述
の
ご
と
く
タ
シ
l
ラ
グ
パ
は
一
四
八
八
年

に
生
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
サ
マ
ン
タ
シ
ュ
リ

I
等
が
至
っ
た
と
き

一
四
九
三
年
に
は
僅
に
六
歳
で
、
王
に
封
ぜ
ら
れ
る
に
は
飴
り
に
も

し
か
し
一
五
一
二
年
に
は
二
十
五
歳
で
、
先
ず
は
と
の
年
に

幼
い
。
正
式
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
見
る
の
は
妥
嘗
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

〔
未
完
〕
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〔注〕

①
目
的
g
r
γ
r
o
r
ω
n
r
g
F
L
f
の
町
田
口
日
比
口
宮
町
内
凶
市
町

O
m昨日
oロ
問
。

-mロ
ロ
ロ
仏

-r岡
市
相
匂
位
同
日
同
町
ロ

r
R
H凹
町
田

40H同
国
回
目
同
〈

Oロ

ω帥
釦
口
出
ロ
同

ω回
目
宮
内
ロ

u
ω
H・

MM巾
ZWHmLUCHmwH
∞Mmww
司・

MmwH・

岩
井
大
慈
「
西
戴
・
印
度
の
文
化
」
東
京
、
昭
和
十
七
年
二

O
O真。

② 

し

④①  

明
停
で
は
「
慈
懇
」
、
貫
録
永
築
十
四
年
五
月
辛
丑
の
篠
で
は
「
恵
慈
」
。

朱
勢
崎
専
の
日
下
沓
間
考
倉
三
九
に
も
、
成
租
に
よ
っ
て
ζ
ζ

に
呑
経
廠

が
置
か
れ
た
ζ

と
を
い
い
、
参
考
と
し
て
張
居
正
の
撰
し
た
碑
文
を
掲

げ
て
い
る
。

円、.〉
cm江
口
毛
色

E
r
、H，ym
切

E
L
r
u
g
-
、H，F
2
0
H
H
L
B同
l

v
g
w
F
Oロ
L
o
g
H由一
wkpw
司・町一山・

寅
録
宣
徳
六
年
二
月
辛
亥
の
僚
に
ジ
ャ

1
キ
ャ
イ
シ

1
の
使
者
刺
麻
羅

卓
促
棚
田
が
来
朝
貢
物
し
た
ζ

と
を
い
う
(
史
料
一
一
一
頁
)
。
緩
皐
促

密

E
D
G
E
C
Z〈

S
2
は
明
か
に

E
o
m
H
2
8
Fロ
自
い
で
あ

マ
心
。

J

ジ
グ
メ
に
よ
れ
ば
ジ
ャ
ム
チ
ェ

γ
の
第
二
回
の
入
京
は
次
の
ご
と
く
で

あ
る
(
橋
本
二
一
四
頁
)
。
辛
丑
の
年
(
一
四
二
て
永
築
十
九
年
)

に
成
租
の
招
請
吠
が
出
さ
れ
た
が
、
彼
が
宮
城
と
居
館
の
近
く
に
来
た

と
き
帝
は
残
し
、
宣
宗
が
邸
位
し
た
が
、
成
租
時
代
に
も
ま
し
て
彼
は

歓
迎
を
受
け
た
と
。
し
か
し
宣
徳
九
年
の
謁
見
ま
で
に
は
時
聞
が
か
か

り
過
ぎ
て
い
る
し
、
成
-
組
の
末
期
か
ら
仁
宗
を
経
て
宜
宗
の
初
期
ま
で

に
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン
が
入
朝
し
た
記
録
は
な
い
。

ζ

の
ジ
グ
メ
の
記
述
は

設
で
あ
る
。

明
停
で
は
「
普
懇
」
e

ト
ゥ
ッ
チ
民
は
や
は
り
ヴ
ァ
イ
セ
ル
に
よ
っ
て
、
第
二
代
を
シ
ャ

l

キ
ャ
ツ
ル
チ
ム
の
向
}
門
司
同

g
r
E
-
r
r
H即
日
曲
と
し
て
い
る
が
(
吋
司
ω
・

の巾ロ
E
-
o凹
芯
丘
、
叶
目
立
m
r
H
1
)
、
原
文
の
謙
譲
り
と
考
え
ら
れ
る
。
ヴ

7

イ
セ
ル
に
は
明
か
に
ジ
ャ
ム
チ
ェ

γ
の
セ
-7
寺
建
立
の
後
に
(
〈

ω・

司・

HH∞)、
カ
プ
チ
ュ
マ
ワ
・
ダ
ル
ギ
ェ
サ
ン
ポ
り
rと
u
r
n
c
凹

g
p
r
ω

ロ
R

-99ー
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⑧ 

認
可
g
v
N弘
習
を
雄
主
の
仏
き
抽
出

K
任
じ
た
り
・
:
;
膝
主
に
は

ケ
!
パ
・
〆
ル
サ
ゾ
玄
山
内
}
凶
器
官
釦
り
ど

r
g
p
の
後
に
無
比
の
法

主
ギ
ェ
ン
ツ

a
y
サ
ソ
ポ
{
判
別
れ
h
J
U
O

と
い
っ
て
い
る
。

ガ

γ
デ

Y

の
鎚
遂
に
つ
い
て
は
註
⑬
、
レ
ボ
シ
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
設

⑤
参
照
。

レ
ポ

γ
券
の
創
設
は
、
ヴ
ァ
イ
セ
ル
に
は
一
内
申
の
年
公
開
出
一
六
、
‘
氷

揃
期
十
州
四
年
)
と
な
っ
て
い
る
が
〈
〈
3
・同
y
m
w
M
〉
、
そ
の
創
設
者
は
ツ
オ

ン
カ
パ
の
前
期
予
ジ
ォ
ム
ヤ
ン
チ
ョ
品
ジ
エ
ロ
山
田
口
同
舎
三
H
g
n
Y
2
己刊

w
w
p
明
広
島
司
氏

5
2
H
M
V臨
F

明
、
あ
る
(
ル
ず
い
仏
・
て
そ
の
簡
単
な
歴
史
と

参
考
文
齢
献
に
つ
い
て
は

C
Z
H
V・
Mub出
wr-議
参
照
。

質
録
一
大
想
以
山
中
間
同
月
弓
去
の
僚
に
は
「
慰
霊
季
一
柳
盤
噌
支
部
締
約
問
題

失
設
千
」
い
か
来
朝
し
た
こ
と
そ
い
う
が
、
も
し
務
総

g
a
y
c唱
を
正

し
い
も
の
と
す
れ
ば
、
や
は
ち
レ
ポ
ソ
等
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
也
失
言
千
山
抑
制
二

g
gぷ
き
は
疑
も
紋
く

J
E
m
g
a苦
-

3
3
Y白
口
で
あ
る
。

ガ
Y
デ

γ
地
サ
は
ヅ
ォ

γ
カ
パ
自
身
に
よ
っ
て
一
間
関

O
九
年
〈
永
幾
七

保
〉
に
関
基
さ
れ
た
。
衡
問
串
な
紹
介
は
の
民
間
〆

M
M
-
H
O
F
F
-
M
O
吋
に

行
わ
れ
て
い
る
e

タ
γ
ル
ン
ポ
寺
院
は
ツ
オ
ン
カ
パ
の
第
子
グ
ド

γ
チ
ュ
プ
ロ
繋
f
L
Z
H
M

m判
H
Z
V

に
よ
っ
て
一
殴
悶
七
年
〈
正
持
続
十
二
年
〉
に
創
設
さ
れ
た
e

鋭

激
さ
れ
て
四
匁
沼
に
ζ
m
w
寺
院
の
ラ
マ
は
問
中
く
も
明
廷
に
現
れ
た
の
で

あ
る
。
併
と
の
寺
績
に
縮
問
し
で
は
簡
に
し
て
要
号
待
た
紹
介
M
V
C
回目
v
・

判

y
広

p
r・
品
会
に
行
わ
れ
て
い
る
。

貫
録
怒
泰
七
年
六
月
mx
亥
の
僚
に
よ
る
と
、
波
紋
大
隆
善
寺
の
衝
で
あ

⑬ ⑬ ⑬ ⑬ @ 

⑬ 

っ
た
〈
史
料
ニ

O
六一良〉
e

俊
一
幾
長
フ
ザ
タ
水
明
初
の
チ
ベ
フ
ト
絞
勢
い
開
明
代
満
蒙
史
研
究
、
京
都
、

協
和
一
一
一
半
八
年
、
五
五
四
頁
。

ト
ゥ
フ
チ
民
は
乙
部
闘
の
然
(
一
四
問
問
問
〉
に
授
し
た
と
い
う
が
〈
寸
MUω
・

0
3白血一
om山
口
氏
斗

ω
E
o
c、
今
は
マ
ル
ボ
耐
火
に
従
う
。

F
γ
ガ

i
v
グ
の
祭
料
叩
は
ト
ヴ
ツ
チ
氏
は
侭
も
閉
山
し
て
い
な
い
い
か
、
マ

ル
ポ
史
に
よ
れ
ば
受
丑
の
年
(
一
四
一
三
ニ
〉
で
あ
る
〈
り
沼
m
y
M
V
・
気
ず
〉
a

剣
焚
新
世
口
忍
歯
切
同
明
日
目

S
H
は
州
W
F
Q
固
な
初
出
色
町
会
で
蕊
統
十
年
中
ハ

ロ
け
に
第
六
代
の
使
者
と
し
て
入
額
鴨
し
た
制
的
爽
震
土
口
と
隠
一
人
物
で
あ
ろ

』F
A
円

J
O

鎖
干
潟
綴
占

2
0
3
3
M
g
H印刷戸岬ヨ〈
M
W
問。

ι
E川
口
帥
江
口

n
Y
2
0

線
路
悼
と
封
瞬
間
し
て
寝
字
の
ぷ
に
「
南
」
が
続
留
治
し
て
い
る
も
の
と
見
な

す。明簿
で
は
「
波
踊
問
士
口
江
一
泉
銭
巴
」
で
あ
る
が
、
江
東
は
綴
か
に
淫
梢
黙
の

談
で
み
る
。
後
の
名
は
、
マ
ル
ボ
交
で
は

Xmw純一聞い弘ゲ耐え
M

句。〈
5
7向
ω・

MM
・品川
W

同
〉
、
テ
ブ
ゴ

γ
で
は
り
問
》
釦
-

P
担
問
紅
色
】
但
野
安
M

〈H
W
〉・

-v
・mmwm
〉、

ダ
ラ
イ
傍
数
交
で
は

Z
E制限附

b
M缶四ぽ〈、吋附》
mwe

問Y
A
T
8
〉
で
あ
る
。

本
穏
で
は
J

H

i

ギ
ワ
ソ
チ
ュ
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

ド
ル
ジ
エ
時
Jγ

チ
ェ
ソ
は
ダ
予
イ
悌
数
耐
火
で
は
、
知
広
門
叩
M
A

川
口
三
C

同いぬ

円
四
「
削
除
筏
同
同
一
可
由
}
苛
O

〈、吋
HVmw-HY
仇
品
{
}
)
、
テ
プ
ゴ

γ
で
は
潟
仏
C

円
吉

岡山口

n
y
開
口
弘
同
}
陪
ロ
聞
い
ぷ
州
百
円
H
M
G
O

テ
ブ
ゴ
ソ
で
は
や
は
ち
…
問

中
ハ
七
年
の
七
月
に
ヅ
ェ
タ
ソ
の
座
主
と
な
っ
た
こ
と
を
記
す
(
∞
〉
金

問

v

・H
O
∞KH
〉。

間
在
制
時
失
刷
制
問
〕
撃
参
巴
波
綴
ト
の
「
堅
参
巴
液
」
は
認
可
曲
目
包
g
yき

】
ぷ
仏
官
一
と
遜
元
で
き
な
い
乙
と
も
な
い
が
、
榔
照
録
正
徳
四
年
九
月
己
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亥
の
僚
に
(
史
料
三
三
八
頁
)
、
阿
吉
証
束
劉
失
倒
巴
堅
参
巴
事
卜

o
S
同
ロ
畠

G
a
c
G
R
H
噌

HlG
R
唱
曲

S
F
mロ
z
a
R
S
宮
g
n
岡
田
宮
〈
Z
田
町

四
片
品
『
白

DHuruE四

σ
r
g
m
z
m
g岡
田

司

田

町

m
u
s
-
g
z
Eロ
払
司
回
-

Z
R
H
M
M
O
と
あ
る
の
に
よ
り
、
巴
斑
何
れ
か
は
不
要
と
見
な
す
。

ダ
ラ
イ
併
数
史
に
は
リ
ン
プ

γ
侯
が
デ
シ

ω常
的
同
正

(
Uパ
グ
モ
ド
ゥ

⑧ 

〔第三表〕

パ系圃ウ

Cakya rin pa* 

ドパグモ

Sans rgyas Spyan sna V. Grぷpa
n
 
a
 
h
 
b
 
m
l
i
-
-

a
 
vd 
g
b
 
r
 

Bsod nams 

rgyal mtshan 

VI. Grags pa 

弔問1mtshan 

VII. Kun dgal:l 

leg's 助yufgm

VIII. Nag gi 
パ
)
を
攻
撃
し
た
ζ

と
を
述
べ
た
後
に
(
、
H
，H
V
ω

・同
M・20)、

そ
の
と
き
V

ナ
の
天
子
は
彼

(
Uタ
シ

1
ラ
グ
バ
)
花
王
の
務
披
と

勅
を
奥
え
た
り
。

と
い
う
の
が
ζ

れ
に
封
躍
す
る
。
リ
γ
プ

γ
侯
の
攻
撃
は
、
マ
ル
ボ
史

で
は
一
五
一

O
年
の
ζ

と
で
あ
る
(
む
忌

ω・
旬

-ar)。
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出 ζれより以前のバグモドゥパの系統については明代満蒙史

研究(註⑬掲出)所械の系譜参照。
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